
番号 名称 略称

2 東京書籍 東  書◆ 道徳
ＡＢ

640

17 教育出版 教　出◆ 道徳
Ｂ５

622

38 光村図書 光　村◆ 道徳
Ｂ５

607

116 日本文教出版 日　文◆ 道徳
Ｂ５

720

224 学研教育みらい 学　研◆ 道徳
Ａ４

582

232 廣済堂あかつき 廣あかつき◆ 道徳
ＡＢ

678

233 日本教科書 日　科◆ 道徳
Ｂ５

582

教科書の記号・番号
判型

総ページ数

令和２年
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※「発行者　略称」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34条第２項に規定する教材）の
　発行予定があることを示しています。
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検定済年
発行者
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者  

冊 数  発行者の略称 

27 冊  東書、教出、光村、日文、学研、廣あかつき、日科  

 

２ 学習指導要領における教科の目標及び内容項目等 

【道徳科の目標】 
よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、

物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深める学習を通して、道

徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 
 
【内容項目等】 
 Ａ 主として自分自身に関すること 
［自主、自律、自由と責任］ 

自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実に実行してその結果に責任をもつこと。 

［節度、節制］ 
望ましい生活習慣を身に付け、心身の健康の増進を図り、節度を守り節制に心掛け、安全で調和のあ

る生活をすること。 

［向上心、個性の伸長］ 
自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸ばして充実した生き方を追求すること。 

［希望と勇気、克己と強い意志］ 
より高い目標を設定し、その達成を目指し、希望と勇気をもち、困難や失敗を乗り越えて着実にやり

遂げること。 

［真理の探究、創造］ 
真実を大切にし、真理を探究して新しいものを生み出そうと努めること。 

Ｂ 主として人との関わりに関すること 
［思いやり、感謝］ 

思いやりの心をもって人と接するとともに、家族などの支えや多くの人々の善意により日々の生活や

現在の自分があることに感謝し、進んでそれに応え、人間愛の精神を深めること。 

［礼儀］ 
礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動をとること。 

［友情、信頼］ 
友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合うとともに、異性に

ついての理解を深め、悩みや葛藤も経験しながら人間関係を深めていくこと。 

［相互理解、寛容］ 
自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方

や考え方があることを理解し、寛容の心をもって謙虚に他に学び、自らを高めていくこと。 

Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること 
［遵法精神、公徳心］ 

法やきまりの意義を理解し、それらを進んで守るとともに、そのよりよい在り方について考え、自他

の権利を大切にし、義務を果たして、規律ある安定した社会の実現に努めること。 

［公正、公平、社会正義］ 
正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のない社会の実現に努めること。 

［社会参画、公共の精神］ 
社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め、公共の精神をもってよりよい社会の実現に努めること。 

［勤労］ 
勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深め、勤労を通じて社会に貢献すること。 
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［家族愛、家庭生活の充実］ 

父母、祖父母を敬愛し、家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築くこと。 

［よりよい学校生活、集団生活の充実］ 
教師や学校の人々を敬愛し、学級や学校の一員としての自覚をもち、協力し合ってよりよい校風をつ

くるとともに、様々な集団の意義や集団の中での自分の役割と責任を自覚して集団生活の充実に努める

こと。 

［郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度］ 
郷土の伝統と文化を大切にし、社会に尽くした先人や高齢者に尊敬の念を深め、地域社会の一員とし

ての自覚をもって郷土を愛し、進んで郷土の発展に努めること。 

［我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度］ 
優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに、日本人としての自覚をもって国を愛し、

国家及び社会の形成者として、その発展に努めること。 

［国際理解、国際貢献］ 
世界の中の日本人としての自覚をもち、他国を尊重し、国際的視野に立って、世界の平和と人類の発

展に寄与すること。 

Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること 
［生命の尊さ］ 

生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない生命を尊重すること。 

［自然愛護］ 
自然の崇高さを知り、自然環境を大切にすることの意義を理解し、進んで自然の愛護に努めること。 

［感動、畏敬の念］ 
美しいものや気高いものに感動する心をもち、人間の力を超えたものに対する畏敬の念を深めること。 

［よりよく生きる喜び］ 
人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心があることを理解し、人間とし

て生きることに喜びを見いだすこと。 

 

３ 教科書の調査研究 

  

（１）内容 

ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」） 

調査研究項目（調査研究の対象） 対象の根拠 (内容等) 
数値データ 

の単位 

ａ 領域区分の量（「主として自分自身に関すること」「主として人との

関わりに関すること」「主として集団や社会との関わりに関すること」

「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」について

の主な教材の数及び割合） 

内容項目の構成 個 、％ 

ｂ 「主として自分自身に関すること」を扱っている主な教材の数 内容 Ａ 個 

 ｃ 「主として人との関わりに関すること」を扱っている主な教材の数 内容 Ｂ 個 

 ｄ 「主として集団や社会との関わりに関すること」を扱っている主な教

材の数 
内容 Ｃ 個 

ｅ 「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」を扱っ

ている主な教材の数 
内容 Ｄ 個 

ｆ 情報モラルや現代的な課題を扱っている主な教材の数 指導計画の作成と内容の取扱い 個 

ｇ 人物の生き方や考え方等から学ぶ主な教材に取り上げられている人

物の数 
指導計画の作成と内容の取扱い 人 
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イ 調査項目の具体的な内容（調査結果は「別紙２」） 

① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項 

ｂ～ｅ 以下の観点で教材を分類し、具体的に調査研究した。（別紙２－１） 

・ 読み物教材①：物語・随想などの教材の数 

・ 読み物教材②：説明的文章の教材の数 

・ 読み物教材③：マンガの教材の数 

・ 読み物以外の教材：図表・グラフ・絵・ポスターなどを中心とした教材の数 

   

ｆ 以下の内容を扱っている主な教材名及び内容項目を調査研究した。（別紙２－２） 

・ 情報モラルに関する内容を扱っている主な教材の教材名及び内容項目 

・ 持続可能な社会づくりに関する内容を扱っている主な教材の教材名及び内容項目 

・ いじめ防止に関する内容を扱っている主な教材の教材名及び内容項目 

・ 安全教育に関する内容を扱っている主な教材の教材名及び内容項目 

 

ｇ 人物の生き方や考え方等から学ぶ主な教材に取り上げられている人物名、職業等及び内容項目を調

査研究した。（別紙２－３） 

・ 主な教材に取り上げられている中心人物の名前（職業等）及び内容項目 

 

   ＜その他＞ 

＊１ 国旗・国歌の扱い（別紙２－４） 

＊２ 防災や自然災害の扱い（別紙２－５） 

＊３ 性差と家族についての扱い（別紙２－６） 

＊４ オリンピック・パラリンピックの扱い（別紙２－７） 

＊５ 北朝鮮による拉致問題の扱い 

＜＜  調調査査のの結結果果、、＊＊５５ににつついいててはは記記載載がが無無いいここととをを確確認認ししたた。。  ＞＞  

 
  ② 調査対象事項を設定した理由等 

・ 学習指導要領「第２ 内容」において、「主として自分自身に関すること」、「主として人との関わ

りに関すること」、「主として集団や社会との関わりに関すること」、「主として生命や自然、崇高な

ものとの関わりに関すること」の四つの視点及び 22 の内容項目が挙げられている。内容項目ごと

の教材数について調査し、特色を比べ、各社の取り上げ方の工夫について調査した（ｂ、ｃ、ｄ、ｅ）。 
・ 学習指導要領「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」において指導上の配慮事項として、情報

モラルに関する指導を充実することに加えて、社会の持続可能な発展などの現代的な課題の取扱い

が挙げられている。このことから、情報モラル及び現代的な課題を扱っている主な教材数について

調査し、特色を比べ、各社の取り上げ方の工夫について調査した。現代的な課題は、東京都教育施

策大綱の重要事項にも示されている持続可能な社会づくり、いじめ防止及び安全教育に関する内容

について調査した（ｆ）。   

・ 学習指導要領「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」において、多様な教材の活用に努めるこ

とが留意点として挙げられている。人物の生き方や考え方等から学ぶ主な教材は、生きる勇気や知

恵などを学ぶことができるとともに、生きることの魅力や意味の深さについて考えを深めることが

できると想定される。このことから、人物の生き方や考え方等から学ぶ主な教材に取り上げられて

いる人物について調査した。（ｇ） 

・ 国旗・国歌については、学習指導要領に基づき、国旗・国歌に対する正しい認識をもたせ、それ

らを尊重する態度を育てることが大切であることから、その扱いについて調査した（＊１）。 

・ 東京都では、自然災害における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリスク

マネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が重

要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査した（＊２）。 

・ 性差と家族に関する表現については、東京都教育委員会教育目標の基本方針１に基づき、男女

共同参画社会を目指すものの、男女の性差まで否定するものではないとの観点から、性差等に関

する表現について、記述の内容を調査するとともに、「東京都男女平等参画基本条例」に基づき、

適正な男女平等教育を推進するという視点から、男女が家庭生活における活動に対等な立場で参
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画する観点や家庭観について取り上げられている内容について調査した（＊３）。 

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に貢

献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調査し

た（＊４）。 

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の育成」

を掲げ人権教育を推進してきた観点から、生徒が人権尊重の理念を正しく理解できるようにするた

め、北朝鮮による拉致問題の扱いについて、調査した（＊５）。 

③ 調査研究の方法 
ｂ、ｃ、ｄ、e 

「主として自分自身に関すること」、「主として人との関わりに関すること」、「主として集団や社会 

との関わりに関すること」、「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」の各教材

について、物語・随想などの教材の数、説明的文章の教材の数、マンガの教材の数、図表・グラフ・

絵・ポスターなどを中心とした教材の数を整理した。 
ｆ 情報モラルや現代的な課題を扱っている主な教材の教材名及び内容項目について整理した。現代

的な課題については、東京都教育施策大綱の重要事項にも示されている、持続可能な社会づくり、

いじめ防止及び安全教育に関する内容とし、教科書中に明文化されているものについて整理した。 
ｇ 取り上げられている人物名、職業等及び内容項目について整理した。 
 

   ＜その他＞ 
＊１ 国旗・国歌について取り上げている記述を調査した。 

＊２ 防災や自然災害について取り上げている記述の概要を調査した。 

＊３ 性差と家族について取り上げている記述の概要を調査した。 

＊４ オリンピック・パラリンピックについて取り上げている記述の概要を調査した。 

＊５ 北朝鮮による拉致問題について取り上げている記述の概要を調査した。 

 
（２）構成上の工夫（調査結果は「別紙３」） 

   以下の観点により、箇条書きで記述した。 
ア 冊数の工夫 
イ 教材配列の工夫 
ウ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫 
エ ユニバーサルデザインの視点 
オ デジタルコンテンツの扱い 
カ その他の工夫 
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 主 と し て 自 分 自 身 に 関 す る こ と

 主 と し て 人 と の 関 わ り に 関 す る こ と

 主 と し て 集 団 や 社 会 と の 関 わ り に 関 す る こ と

 主 と し て 生 命 や 自 然 、 崇 高 な も の と の 関 わ り に

 関 す る こ と

 そ の 他

計

　 自 主 、 自 律 、 自 由 と 責 任

　 節 度 、 節 制

　 向 上 心 、 個 性 の 伸 長

　 希 望 と 勇 気 、 克 己 と 強 い 意 志

　 真 理 の 探 究 、 創 造

計

　 思 い や り 、 感 謝

　 礼 儀

　 友 情 、 信 頼

　 相 互 理 解 、 寛 容

計

　 遵 法 精 神 、 公 徳 心

　 公 正 、 公 平 、 社 会 正 義

　 社 会 参 画 、 公 共 の 精 神

　 勤 労

　 家 族 愛 、 家 庭 生 活 の 充 実

　 よ り よ い 学 校 生 活 、 集 団 生 活 の 充 実

　 郷 土 の 伝 統 と 文 化 の 尊 重 、 郷 土 を 愛 す る 態 度

　 我 が 国 の 伝 統 と 文 化 の 尊 重 、 国 を 愛 す る 態 度

　 国 際 理 解 、 国 際 貢 献

計

　 生 命 の 尊 さ

　 自 然 愛 護

　 感 動 、 畏 敬 の 念

　 よ り よ く 生 き る 喜 び
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0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
1

7
2

2
1

0
0

0

1
3

8
1

2
1

1
1

1
1
2

3
10

0
0

0
0

0
0

0
0

第 ３ 学 年

3
1

1
2

1
8

3
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

8

0
0

0
0

0
0

0
0

0

1
1
2

3
1

1
3

1
1

2
1

1
1

1
2

1
7

2
2

0
0

第 ２ 学 年

3
1

1
2

1
8

3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
2

1
7

2
2

1

0
0

0
0

0
0

0
0

1

0
0

0
0

0
0

1
2

3

0
0

「
別
紙
２
－
１
」
　
【
（
１
）
内

容
　
イ
　
調

査
項

目
の

具
体

的
な
内

容
　
発

行
者

　
廣

あ
か

つ
き
】
　
（
中

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

容
項

目

　
　
　
　
　
教

材
の

内
容

ｂ
　
「
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
」
を

　
扱
っ
て
い
る
主
な
教
材
の
数

ｃ
　
「
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す

　
る
こ
と
」
を
扱
っ
て
い
る
主
な
教
材

　
の
数

ｄ
　
「
主
と
し
て
集

団
や

社
会

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と
」
を
扱

っ
て
い
る
主

　
な
教
材
の
数

e
　
「
主

と
し
て
生

命
や

自
然

、
崇

高
な

　
も
の
と
の
関
わ
り
に
関

す
る
こ
と
」
を

　
扱

っ
て
い
る
主

な
教

材
の

数

第 １ 学 年

3
1

1
2

1
8

3
1

1
3

8
1

2
1

1
1
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　 自 主 、 自 律 、 自 由 と 責 任

　 節 度 、 節 制

　 向 上 心 、 個 性 の 伸 長

　 希 望 と 勇 気 、 克 己 と 強 い 意 志

　 真 理 の 探 究 、 創 造

計

　 思 い や り 、 感 謝

　 礼 儀

　 友 情 、 信 頼

　 相 互 理 解 、 寛 容

計

　 遵 法 精 神 、 公 徳 心

　 公 正 、 公 平 、 社 会 正 義

　 社 会 参 画 、 公 共 の 精 神

　 勤 労

　 家 族 愛 、 家 庭 生 活 の 充 実

　 よ り よ い 学 校 生 活 、 集 団 生 活 の 充 実

　 郷 土 の 伝 統 と 文 化 の 尊 重 、 郷 土 を 愛 す る 態 度

　 我 が 国 の 伝 統 と 文 化 の 尊 重 、 国 を 愛 す る 態 度

　 国 際 理 解 、 国 際 貢 献

計

　 生 命 の 尊 さ

　 自 然 愛 護

　 感 動 、 畏 敬 の 念

　 よ り よ く 生 き る 喜 び

計

読
み
物

教
材

①

物
語
・
随

想
な
ど
の

教
材

の
数

読
み
物
教

材
②

説
明
的
文

章
の

教
材

の
数

読
み
物
教

材
③

マ
ン
ガ
の

教
材

の
数

読
み
物
以

外
の

教
材

図
表
・
グ
ラ
フ
・
絵

・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
中

心
と
し
た
教

材
の

数

読
み
物
教

材
①

物
語
・
随

想
な
ど
の

教
材

の
数

読
み
物
教

材
②

説
明
的
文

章
の

教
材

の
数

読
み
物
教

材
③

マ
ン
ガ
の

教
材

の
数

読
み
物
以

外
の

教
材

図
表
・
グ
ラ
フ
・
絵

・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
中

心
と
し
た
教

材
の

数

読
み
物
教

材
①

物
語
・
随

想
な
ど
の

教
材

の
数

読
み
物
教

材
②

説
明
的
文

章
の

教
材

の
数

読
み
物
教

材
③

マ
ン
ガ
の

教
材

の
数

読
み
物
以

外
の

教
材

図
表
・
グ
ラ
フ
・
絵

・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
中

心
と
し
た
教

材
の

数
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
1

6
2

1
2

0
0

0

1
3

8
1

2
1

1
2

2
1
4

3
10

0
0

0
0

0
0

0
0

第 ３ 学 年

2
1

1
2

1
7

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

1
0

0
1

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0

0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

7

0
0

0
0

0
0

0
0

0

1
1
4

2
1

1
3

2
2

1
1

2
2

1
3

3
8

2
1

0
0

第 ２ 学 年

2
1

1
1

1
6

1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
3

1
7

3
3

3

0
0

0
0

0
0

0
0

1

0
0

0
0

0
0

1
6

2

0
0

「
別
紙
２
－
１
」
　
【
（
１
）
内

容
　
イ
　
調

査
項

目
の

具
体

的
な
内

容
　
発

行
者

　
日

科
】
　
（
中

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

容
項

目

　
　
　
　
　
教

材
の

内
容

ｂ
　
「
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
」
を

　
扱
っ
て
い
る
主
な
教
材
の
数

ｃ
　
「
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す

　
る
こ
と
」
を
扱
っ
て
い
る
主
な
教
材

　
の
数

ｄ
　
「
主
と
し
て
集

団
や

社
会

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と
」
を
扱

っ
て
い
る
主

　
な
教
材
の
数

e
　
「
主

と
し
て
生

命
や

自
然

、
崇

高
な

　
も
の
と
の
関
わ
り
に
関

す
る
こ
と
」
を

　
扱

っ
て
い
る
主

な
教

材
の

数

第 １ 学 年

1
1

2
1

1
6

2
1

1
2

6
1

1
1

2
1
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ｆ　
情

報
モ
ラ
ル
や
現
代
的
な
課
題
を
扱
っ
て
い
る
主
な
教
材
の
教
材
名
及
び
内
容
項
目

東
書

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

い
じ
め
防
止
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

安
全
教
育
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

第 １ 学 年

・
短

文
投
稿
サ
イ
ト
に
友
達
の
悪
口
を
書
く
と
（
友

情
、
信

頼
）

・
山
岳
民
族
の
文
化
を
守
る
（
国
際
理
解
、
国
際
貢
献
）

・
い
じ
め
に
当
た
る
の
は
ど
れ
だ
ろ
う
（
相

互
理

解
、
寛

容
）

・
傍
観
者
で
い
い
の
か
（
自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）

・
ふ
た
つ
の
心
（
内
容

項
目

の
指

定
な
し
）

・
い
じ
め
っ
子
の
気
持
ち
（
公
正
、
公
平
、
社
会
正
義
）

・
山
に
来
る
資
格
が
な
い
（
節

度
、
節
制
）

第 ２ 学 年

・
ゴ
ー
ル
（
友
情
、
信
頼
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
私
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
あ
の
子
の
ラ
ン
ド
セ
ル
（
自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）

・
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思

う
？

（
内

容
項

目
の
指
定
な
し
）

・
「
い
い
ね
」
の
た
め
に
？

（
遵

法
精

神
、
公

徳
心

）

第 ３ 年 年

・
合

格
通
知
（
友
情
、
信
頼
）

・
そ
の
こ
（
国
際
理
解
、
国
際
貢
献
）

・
無
実
の
罪
（
公
正

、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
あ
る
日
の
午
後
か
ら
（
自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）

・
い
じ
め
か
ら
目
を
そ
む
け
な
い
（
内
容
項
目
の
指
定
な
し
）

・
ス
マ
ホ
に
夢

中
！

（
節

度
、
節

制
）

・
合

格
通

知
（
友

情
、
信

頼
）

教
出

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

い
じ
め
防
止
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

安
全
教
育
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

第 １ 学 年

・
自
分
で
決
め
る
（
自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）

・
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
（
遵
法
精
神
、
公
徳
心
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
（
遵

法
精

神
、
公

徳
心

）
・
「
い
じ
り
」
？
「
い
じ
め
」
？

（
相

互
理

解
、
寛

容
）

・
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

（
文

言
・
マ
ー
ク
等

の
明

示
な
し
）

第 ２ 学 年

・
S
N
S
と
ど
う
つ
き
合

う
？

（
節

度
、
節

制
）

・
本

当
の
友
達
っ
て
（
友
情
、
信
頼
）

・
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
（
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
）

・
わ
た
し
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
（
公
正
、
公
平
、
社
会
正
義
）

・
最
優
秀
（
公
正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
S
N
S
と
ど
う
つ
き
合

う
？

（
節

度
、
節

制
）

第 ３ 年 年

・
歩

き
ス
マ
ホ
を
ど
う
す
る
か
（
節
度
、
節
制
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
卒
業
文
集
最
後
の
二

行
（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
あ
な
た
は
顔
で
差

別
を
し
ま
す
か
（
相

互
理

解
、
寛

容
）

・
歩

き
ス
マ
ホ
を
ど
う
す
る
か
（
節

度
、
節

制
）

「別
紙
２
－
２
」　

　
　
【（
１
）内

容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
】
（
中
学
校
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
）

注
：
「
情
報
モ
ラ
ル
や
い
じ
め
防
止
な
ど
現
代
的
な
課
題
に
関
す
る
内
容
」
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
、
文
言
・
マ
ー
ク
等
に
よ
っ
て
明

示
さ
れ
て
い
る
主

な
教

材
名

及
び
内
容
項
目
を
記
載
し
た
。
文
言
・

　
　
マ
ー
ク
等

に
よ
っ
て
明

示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
教
材
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

注
：
「
情
報
モ
ラ
ル
や
い
じ
め
防
止
な
ど
現
代
的
な
課
題
に
関
す
る
内
容
」
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
、
文
言
・
マ
ー
ク
等
に
よ
っ
て
明

示
さ
れ
て
い
る
主

な
教

材
名

及
び
内
容
項
目
を
記
載
し
た
。
文
言
・

　
　
マ
ー
ク
等

に
よ
っ
て
明

示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
教
材
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
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ｆ　

情
報

モ
ラ

ル
や

現
代

的
な

課
題

を
扱

っ
て

い
る

主
な

教
材

の
教

材
名

及
び

内
容

項
目

光
村

情
報

モ
ラ

ル
に

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教

材
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

に
関

す
る

内
容

を
扱

っ
て

い
る

教
材

い
じ

め
防

止
に

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教

材
安

全
教

育
に

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教

材

第 １ 学 年

・
言

葉
の

向
こ

う
に

（
相

互
理

解
、

寛
容

）
・
私

の
話

を
聞

い
て

ね
（
相

互
理

解
、

寛
容

）
・
私

の
話

を
聞

い
て

ね
（
相

互
理

解
、

寛
容

）
・
「
ソ

ー
セ

ー
ジ

」
の

悲
し

い
最

後
（
自

然
愛

護
）

・
異

文
化

の
人

々
と

共
に

生
き

る
（
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

）

・
自

分
で

決
め

る
っ

て
？

（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）
・
魚

の
涙

（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
裏

庭
で

の
出

来
事

（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）
・
言

葉
の

向
こ

う
に

（
相

互
理

解
、

寛
容

）
・
親

友
（
友

情
、

信
頼

）
・
や

っ
ぱ

り
樹

里
は

（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
橋

の
上

の
お

お
か

み
（
思

い
や

り
、

感
謝

）

（
文

言
・
マ

ー
ク

等
の

明
示

な
し

）

第 ２ 学 年

・
許

せ
な

い
よ

ね
（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）
・
夢

中
に

な
る

の
は

悪
い

こ
と

？
（
節

度
、

節
制

）
・
異

な
り

記
念

日
（
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

）
・
む

こ
う
岸

に
は

（
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

）
・
僕

の
仕

事
場

は
富

士
山

で
す

（
自

然
愛

護
）

・
テ

ニ
ス

部
の

危
機

（
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
）

・
カ

ラ
カ

ラ
カ

ラ
（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）
・
ジ

コ
チ

ュ
ウ

（
相

互
理

解
、

寛
容

）
・
松

葉
づ

え
（
友

情
、

信
頼

）
・
明

日
、

み
ん

な
で

着
よ

う
（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
許

せ
な

い
よ

ね
（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）
・
「
桃

太
郎

」
の

鬼
退

治
（
相

互
理

解
、

寛
容

）
・
む

こ
う
岸

に
は

（
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

）
・
優

し
さ

の
光

線
（
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

）
・
嫌

わ
れ

る
の

を
恐

れ
る

気
持

ち
（
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

）
・
泣

い
た

赤
お

に
（
友

情
、

信
頼

）

（
文

言
・
マ

ー
ク

等
の

明
示

な
し

）

第 ３ 年 年

・
闇

の
中

の
炎

（
遵

法
精

神
、

公
徳

心
）

・
ぼ

く
の

物
語

　
あ

な
た

の
物

語
（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
海

と
ス

ト
ロ

ー
（
自

然
愛

護
）

・
希

望
の

義
足

（
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

）

・
三

年
目

の
「
ご

め
ん

ね
」
（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）
・
小

さ
な

出
来

事
（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
が

ん
ば

れ
　

お
ま

え
（
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

）
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ビ

ュ
ー

—
見

え
な

い
人

と
楽

し
む

美
術

鑑
賞

（
相

互
理

解
・
寛

容
）

・
ぼ

く
の

物
語

　
あ

な
た

の
物

語
（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
恩

讐
の

彼
方

に
（
相

互
理

解
、

寛
容

／
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

）
・
巣

立
ち

の
歌

が
聞

こ
え

る
（
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
）

・
ア

イ
ツ

と
オ

レ
（
相

互
理

解
、

寛
容

）

（
文

言
・
マ

ー
ク

等
の

明
示

な
し

）

日
文

情
報

モ
ラ

ル
に

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教

材
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

に
関

す
る

内
容

を
扱

っ
て

い
る

教
材

い
じ

め
防

止
に

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教

材
安

全
教

育
に

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教

材

第 １ 学 年

・
近

く
に

い
た

友
（
友

情
、

信
頼

）
・
使

っ
て

も
大

丈
夫

？
（
遵

法
精

神
、

公
徳

心
）

（
文

言
・
マ

ー
ク

等
の

明
示

な
し

）
・
さ

か
な

の
な

み
だ

（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
近

く
に

い
た

友
（
友

情
、

信
頼

）
・
ト

マ
ト

と
メ

ロ
ン

（
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

）
・
私

ら
し

さ
っ

て
？

（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）
・
む

か
で

競
走

（
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
）

・
旗

（
友

情
、

信
頼

）
・
自

分
だ

け
「
余

り
」
に

な
っ

て
し

ま
う
…

…
（
相

互
理

解
、

寛
容

）

・
疾

走
、

自
転

車
ラ

イ
ダ

ー
（
節

度
、

節
制

）

第 ２ 学 年

・
五

月
の

風
―

カ
ナ

―
（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）
・
五

月
の

風
―

ミ
カ

―
（
友

情
、

信
頼

）
・
ネ

ッ
ト

将
棋

（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）

（
文

言
・
マ

ー
ク

等
の

明
示

な
し

）
・
五

月
の

風
―

カ
ナ

―
（
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

）
・
五

月
の

風
―

ミ
カ

―
（
友

情
、

信
頼

）
・
リ
ス

ペ
ク

ト
　

ア
ザ

ー
ス

（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
ハ

イ
タ

ッ
チ

が
く
れ

た
も

の
（
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
）

・
ヨ

シ
ト

（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

（
文

言
・
マ

ー
ク

等
の

明
示

な
し

）

第 ３ 年 年

・
卒

業
文

集
最

後
の

二
行

（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
言

葉
の

向
こ

う
に

（
相

互
理

解
、

寛
容

）
（
文

言
・
マ

ー
ク

等
の

明
示

な
し

）
・
卒

業
文

集
最

後
の

二
行

（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
違

う
ん

だ
よ

、
健

司
（
友

情
、

信
頼

）
・
言

葉
の

向
こ

う
に

（
相

互
理

解
、

寛
容

）
・
命

の
大

切
さ

（
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
）

・
ゴ

リ
ラ

の
ま

ね
を

し
た

彼
女

を
好

き
に

な
っ

た
（
友

情
、

信
頼

）

（
文

言
・
マ

ー
ク

等
の

明
示

な
し

）

「
別

紙
２

－
２

」
　

　
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

】
（
中

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

注
：
「
情

報
モ

ラ
ル

や
い

じ
め

防
止

な
ど

現
代

的
な

課
題

に
関

す
る

内
容

」
を

扱
っ

て
い

る
こ

と
が

、
文

言
・
マ

ー
ク

等
に

よ
っ

て
明

示
さ

れ
て

い
る

主
な

教
材

名
及

び
内

容
項

目
を

記
載

し
た

。
文

言
・

　
　

マ
ー

ク
等

に
よ

っ
て

明
示

さ
れ

て
い

な
い

か
ら

と
い

っ
て

、
そ

の
課

題
に

つ
い

て
学

習
す

る
教

材
が

な
い

と
い

う
こ

と
で

は
な

い
。

注
：
「
情

報
モ

ラ
ル

や
い

じ
め

防
止

な
ど

現
代

的
な

課
題

に
関

す
る

内
容

」
を

扱
っ

て
い

る
こ

と
が

、
文

言
・
マ

ー
ク

等
に

よ
っ

て
明

示
さ

れ
て

い
る

主
な

教
材

名
及

び
内

容
項

目
を

記
載

し
た

。
文

言
・

　
　

マ
ー

ク
等

に
よ

っ
て

明
示

さ
れ

て
い

な
い

か
ら

と
い

っ
て

、
そ

の
課

題
に

つ
い

て
学

習
す

る
教

材
が

な
い

と
い

う
こ

と
で

は
な

い
。
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ｆ　
情

報
モ
ラ
ル
や
現
代
的
な
課
題
を
扱
っ
て
い
る
主
な
教
材
の
教
材
名
及
び
内
容
項
目

学
研

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

い
じ
め
防
止
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

安
全
教
育
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

第 １ 学 年

・
う
わ
さ
で
決
め
る
の
？
（
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意

志
）

・
日

曜
日
の
朝
に
（
節
度
、
節
制
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
う
わ
さ
で
決
め
る
の
？
（
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意

志
）

・
裏
庭
で
の
出
来
事
（
自

主
、
自

律
、
自

由
と
責

任
）

・
公
平
と
は
な
ん
だ
ろ
う
（
公

正
、
公

平
）

・
吾
一
と
京
造
（
友

情
、
信

頼
）

（
文

言
・
マ
ー
ク
等

の
明

示
な
し
）

第 ２ 学 年

・
ヨ
コ
ス
カ
ネ
イ
ビ
ー
パ
ー
カ
ー
（
社
会
参
画
、
公
共
の
精

神
）

・
つ
い
言
い
過
ぎ
て
（
相
互
理
解
、
寛
容
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
旗
（
思
い
や
り
、
感
謝

）
・
ソ
ム
チ
ャ
イ
君
の
笑

顔
（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
サ
キ
と
タ
ク
（
友
情
、
信

頼
）

・
つ
い
言
い
過
ぎ
て
（
相

互
理

解
、
寛

容
）

・
私
は
大
丈
夫
～
そ
ん
な
気
持
ち
は
な
い
で
す
か
（
節
度
・

節
制

）

第 ３ 年 年

・
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
遵
法
精
神
、
公
徳
心
）

・
便

利
な
ス
マ
ホ
　
使
い
方
次
第
で
（
節
度
、
節
制
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
遵

法
精

神
、
公

徳
心
）

・
笛
（
相
互
理
解
、
寛

容
）

・
ど
う
し
て
？

（
相

互
理

解
、
寛

容
）

・
卒
業
文
集
最
後
の
二

行
（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
雪
が
降
る
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
（
よ
り
よ
い
学
校
生

活
、
集
団
生
活
の
充
実

）
・
五
井
先
生
と
太
郎
（
思
い
や
り
、
感
謝
）

（
文

言
・
マ
ー
ク
等

の
明

示
な
し
）

廣
あ
か
つ
き

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

い
じ
め
防
止
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

安
全
教
育
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

第 １ 学 年

・
ネ
ッ
ト
将
棋
（
自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）

・
言

葉
の
向
こ
う
に
（
相
互
理
解
、
寛
容
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
ヨ
シ
ト
（
公
正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
あ
る
日
の
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
公
正
、
公
平
、
社
会
正
義
）
（
文

言
・
マ
ー
ク
等

の
明

示
な
し
）

第 ２ 学 年

・
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
と
で
も
（
礼
儀
）

・
君

、
想
像
し
た
こ
と
あ
る
？
（
公
正
、
公
平
、
社
会

正
義
）
（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
君
、
想
像
し
た
こ
と
あ
る
？

（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
路
上
に
散
っ
た
正
義

感
（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
最
も
悲
し
む
べ
き
こ
と
は
、
病
め
る
こ
と
で
も
貧
し
い
こ
と
で

も
な
く
（
国
際
理
解
、
国
際
貢

献
）

（
文

言
・
マ
ー
ク
等

の
明

示
な
し
）

第 ３ 年 年

・
ピ
ヨ
子
（
自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
ス
ダ
チ
の
苗
木
（
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の
充

実
）

・
卒
業
文
集
最
後
の
二

行
（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
ピ
ヨ
子
（
自
主
、
自

律
、
自

由
と
責

任
）

・
虹
の
国
—
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
—
（
公

正
、
公

正
、
社

会
正
義
）

（
文

言
・
マ
ー
ク
等

の
明

示
な
し
）

「別
紙
２
－
２
」　

　
　
【（
１
）内

容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
】
（
中
学
校
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
）

注
：
「
情
報
モ
ラ
ル
や
い
じ
め
防
止
な
ど
現
代
的
な
課
題
に
関
す
る
内
容
」
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
、
文
言
・
マ
ー
ク
等
に
よ
っ
て
明

示
さ
れ
て
い
る
主

な
教

材
名

及
び
内

容
項

目
を
記

載
し
た
。
文

言
・
マ
ー
ク
等

　
　
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
教
材
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

注
：
「
情
報
モ
ラ
ル
や
い
じ
め
防
止
な
ど
現
代
的
な
課
題
に
関
す
る
内
容
」
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
、
文
言
・
マ
ー
ク
等
に
よ
っ
て
明

示
さ
れ
て
い
る
主

な
教

材
名

及
び
内

容
項

目
を
記

載
し
た
。
文

言
・
マ
ー
ク
等

　
　
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
教
材
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
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ｆ　
情

報
モ
ラ
ル
や
現
代
的
な
課
題
を
扱
っ
て
い
る
主
な
教
材
の
教
材
名
及
び
内
容
項
目

日
科

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

い
じ
め
防
止
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

安
全
教
育
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

第 １ 学 年

・
グ
ル
ー
プ
（
公
正
、
公
平
、
社
会
正
義
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
ち
ゅ
う
た
が
く
れ
た
も
の
（
友

情
、
信

頼
）

・
グ
ル
ー
プ
（
公
正
、
公

平
、
社

会
正

義
）

・
プ
ロ
レ
ス
ご
っ
こ
（
社
会

参
画

、
公

共
の
精

神
）

（
文

言
・
マ
ー
ク
等

の
明

示
な
し
）

第 ２ 学 年

・
ネ
ッ
ト
将
棋
（
節
度
、
節
制
）

・
言

葉
の
向
こ
う
に
（
相
互
理
解
、
寛
容
）

（
文
言
・
マ
ー
ク
等
の
明
示
な
し
）

・
十
四
歳
の
責
任
（
自

主
、
自

律
、
自

由
と
責

任
）

・
だ
か
ら
歌
い
続
け
る
（
相
互
理
解
、
寛
容
）

（
文

言
・
マ
ー
ク
等

の
明

示
な
し
）

第 ３ 年 年

・
一
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
始
ま
る
物
語
（
友
情
、
信
頼
）

・
M
O
T
T
A
IN
A
I（
節
度
、
節
制
）

・
い
つ
か
は
言
い
た
い
二

度
目

の
ご
め
ん
（
よ
り
よ
く
生

き
る

喜
び
）

（
文

言
・
マ
ー
ク
等

の
明

示
な
し
）

「別
紙
２
－
２
」　

　
　
【（
１
）内

容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
】
（
中
学
校
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
）

注
：
　
「
情
報
モ
ラ
ル
や
い
じ
め
防
止
な
ど
現
代
的
な
課
題
に
関
す
る
内
容
」
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
、
文
言
・
マ
ー
ク
等
に
よ
っ
て
明

示
さ
れ
て
い
る
主

な
教

材
名

及
び
内
容
項
目
を
記
載
し
た
。
文
言
・

　
　
マ
ー
ク
等

に
よ
っ
て
明

示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
教
材
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
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g　

人
物

の
生

き
方

や
考

え
方

等
か

ら
学

ぶ
主

な
教

材
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
名

、
職

業
等

及
び

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

東
書

・
徳

永
進

（
医

師
）

・
田

中
重

勝
（
骨

髄
移

植
ド

ナ
ー

）
・
広

川
和

男
（
伝

統
工

芸
士

）

・
宮

原
美

保
（
看

護
師

）
・
村

上
清

加
（
パ

ラ
陸

上
競

技
選

手
）

・
植

松
努

（
技

術
者

）
・
山

下
彩

香
（
デ

ザ
イ

ナ
ー

）
・
三

好
和

義
（
写

真
家

）
・
柳

家
花

緑
（
落

語
家

）
・
星

野
富

弘
（
作

家
）

・
佐

野
藤

右
衛

門
（
植

木
職

人
）

・
山

口
富

藏
（
和

菓
子

職
人

）

・
中

川
志

郎
（
獣

医
師

）

・
生

命
の

尊
さ

・
生

命
の

尊
さ

・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
勤

労
・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
自

然
愛

護
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
北

村
春

夫
（
ホ

ス
ピ

ス
患

者
）

・
萩

野
公

介
（
競

泳
選

手
）

・
小

国
士

朗
（
会

社
代

表
）

・
杉

原
千

畝
（
外

交
官

）
・
佐

藤
真

海
（
義

足
ア

ス
リ
ー

ト
）

・
田

中
正

造
（
代

議
士

）
・
波

平
恵

美
子

（
文

化
人

類
学

者
）

・
エ

イ
ミ
ー

・
ブ

ラ
ウ

ン
（
陸

上
選

手
）

・
道

下
俊

一
（
医

学
博

士
）

・
舘

野
泉

（
ピ

ア
ニ

ス
ト

）
・
相

沢
忠

洋
（
考

古
学

者
）

・
柳

家
金

語
楼

（
喜

劇
俳

優
）

・
生

命
の

尊
さ

・
節

度
、

節
制

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
勤

労
・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
黒

田
博

樹
（
野

球
選

手
）

・
野

口
聡

一
（
宇

宙
飛

行
士

）
・
間

海
吉

春
（
漁

師
）

・
大

石
又

七
（
第

五
福

竜
丸

語
り

部
）

・三
浦

雄
一

郎
（プ

ロ
ス

キ
ー

ヤ
ー

）
・
小

平
奈

緒
（
ス

ピ
ー

ド
ス

ケ
ー

タ
ー

）
・
李

相
花

（
ス

ピ
ー

ド
ス

ケ
ー

タ
ー

）
・
安

藤
百

福
（
実

業
家

）
・池

上
彰

（ジ
ャ

ー
ナ

リ
ス

ト
）

・
石

川
正

一
（
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ
ー

患
者

）

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
自

然
愛

護
・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
友

情
、

信
頼

・
〃

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
相

互
理

解
、

寛
容

・
生

命
の

尊
さ

教
出

・
植

松
努

（
技

術
者

）
・
イ

チ
ロ

ー
（
野

球
選

手
）

・
萩

野
公

介
（
競

泳
選

手
）

・
瀬

戸
大

也
（
競

泳
選

手
）

・
大

日
方

邦
子

（
パ

ラ
ス

キ
ー

ヤ
ー

）
・
緒

方
貞

子
（
国

際
政

治
学

者
）

・
小

田
兼

利
（
発

明
家

）
・
桂

米
朝

（
落

語
家

）

・
松

本
紀

生
（
写

真
家

）
・
瀬

立
モ

ニ
カ

（
パ

ラ
カ

ヌ
ー

選
手

）
・
夢

童
由

里
子

（
芸

術
家

）

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
友

情
、

信
頼

・
〃

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度

・
竹

下
佳

江
（
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
選

手
）

・
加

藤
秋

雪
（
ダ

ウ
ン

症
小

児
）

・
杉

原
千

畝
（
外

交
官

）
・
貫

戸
朋

子
（
医

師
）

・
新

津
春

子
（
清

掃
員

）
・
福

本
清

三
（
俳

優
）

・
野

村
萬

斎
（
狂

言
師

）

・
井

村
和

清
（
医

師
）

・
後

藤
新

平
（
東

京
市

長
）

・
野

口
聡

一
（
宇

宙
飛

行
士

）
・
長

嶋
茂

雄
（
野

球
選

手
）

・
兵

田
善

男
（
会

社
社

長
）

・
濵

谷
勇

太
郎

（
会

社
社

長
）

・
錦

織
兵

三
郎

（
校

長
）

・
肥

沼
信

次
（
医

師
）

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
生

命
の

尊
さ

・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
生

命
の

尊
さ

・
勤

労
・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
〃

・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
中

川
志

郎
（
獣

医
師

）
・
一

戸
冬

彦
（
大

学
教

員
）

・
藤

井
輝

明
（
医

学
博

士
）

・
長

谷
川

法
世

（
漫

画
家

）

・
ケ

ビ
ン

＝
カ

ー
タ

ー
（
報

道
カ

メ
ラ

マ
ン

）
・
中

村
雀

右
衛

門
（
歌

舞
伎

役
者

）
・
石

井
筆

子
（
教

師
）

・
藤

井
聡

太
（
棋

士
）

・
松

岡
史

朗
（
写

真
家

）
・
マ

ザ
ー

＝
テ

レ
サ

（
修

道
女

）
・三

澤
拓

（パ
ラ

ア
ル

ペ
ン

ス
キ

ー
ヤ

ー
）

・
大

野
靖

之
（
シ

ン
ガ

ー
ソ

ン
グ

ラ
イ

タ
ー

）
・
星

野
道

夫
（
写

真
家

）
・
五

嶋
み

ど
り

（
ヴ

ァ
イ

オ
リ
ニ

ス
ト

）
・
北

垣
国

道
（
京

都
府

知
事

）

・
田

辺
朔

郎
（
技

師
）

・
加

藤
三

郎
（
盆

栽
師

）

・
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
・
相

互
理

解
、

寛
容

・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
生

命
の

尊
さ

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
自

然
愛

護
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
〃

・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度

※
コ

ラ
ム

等
で

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
に

つ
い

て
は

調
査

の
対

象
と

し
て

い
な

い
。

「
別

紙
２

－
３

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

】
（
中

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
　

 　
　

  
学

年
　

　
　

 　
  
人

物
・
内

容
項

目
　 　

発
行

者

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年
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g　

人
物

の
生

き
方

や
考

え
方

等
か

ら
学

ぶ
主

な
教

材
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
名

、
職

業
及

び
内

容
項

目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

光
村

・
柳

橋
佐

江
子

（
心

臓
病

患
者

）
・
貝

原
益

軒
（
哲

学
者

）
・
北

村
麻

子
（
ね

ぶ
た

師
）

・
さ

か
な

ク
ン

（
魚

類
学

者
）

・
ペ

イ
ジ

＝
エ

ド
ワ

ー
ズ

（
高

校
生

）
・
佐

々
木

清
和

（
自

衛
官

）
・
黒

柳
徹

子
（
女

優
）

・
三

田
果

菜
（
美

容
師

）
・
大

岡
辰

徳
（
靴

磨
き

職
人

）
・
吉

田
ル

イ
子

（
フ

ォ
ト

・
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ス

ト
）

・
椋

鳩
十

（
小

説
家

）
・
ジ

ャ
ン

＝
フ

ラ
ン

ソ
ワ

＝
ミ
レ

ー
（
画

家
）

・
テ

オ
ド

ー
ル

＝
ル

ソ
ー

（
画

家
）

・
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

・
節

度
、

節
制

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
・
相

互
理

解
、

寛
容

・
生

命
の

尊
さ

・
思

い
や

り
、

感
謝

・
勤

労
・
〃

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
友

情
、

信
頼

・
〃

・
巻

出
清

章
（
消

防
団

員
）

・
ト

ラ
ヴ

ィ
ス

＝
プ

ラ
イ

ス
（
ピ

ン
ク

シ
ャ

ツ
デ

ー
運

動
創

始
者

）
・
繁

延
あ

づ
さ

（
フ

ォ
ト

グ
ラ

フ
ァ
ー

）
・
齋

藤
陽

道
（
写

真
家

）
・
吉

野
繁

（
設

計
士

）
・
近

藤
光

一
（
登

山
ガ

イ
ド

）
・
大

内
正

巳
（
天

文
学

者
）

・
孟

子
（
思

想
家

）
・
荀

子
（
思

想
家

）
・
二

條
実

穂
（
車

い
す

テ
ニ

ス
選

手
）

・
伏

野
亜

紀
（
か

き
氷

店
店

主
）

・
川

上
容

子
（
ア

イ
ヌ

民
謡

歌
手

）

・
公

共
の

精
神

・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義

・
生

命
の

尊
さ

・
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
自

然
愛

護
・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
〃

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
内

容
項

目
の

指
定

な
し

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
大

野
将

平
（
柔

道
家

）
・
磯

田
憲

一
（
市

民
活

動
家

）
・
大

谷
幸

子
（
管

理
栄

養
士

）
・
高

藤
信

二
（
調

理
師

）
・
ア

ン
ト

ニ
＝

ガ
ウ

デ
ィ
（
建

築
家

）
・
外

尾
悦

郎
（
彫

刻
家

）
・
松

原
仁

（
工

学
博

士
）

・
伊

藤
亜

紗
（
美

学
者

）
・
見

目
律

子
（
夜

間
学

級
卒

業
生

）
・
石

井
幹

子
（
照

明
デ

ザ
イ

ナ
ー

）

・
西

島
伊

三
雄

（
グ

ラ
フ

ィ
ッ
ク

デ
ザ

イ
ナ

ー
）

・
吉

田
真

美
（
義

肢
装

具
士

）
・
菱

田
春

草
（
画

家
）

・
孔

子
（
思

想
家

）
・
今

道
友

信
（
哲

学
者

）
・
畠

匡
輝

（
サ

ッ
カ

ー
用

品
店

店
員

）
・
日

々
野

真
理

（
ピ

ッ
チ

レ
ポ

ー
タ

ー
）

・
灰

田
さ

ち
（
ク

ラ
ブ

チ
ー

ム
運

営
会

社
職

員
）

・
礼

儀
・
生

命
の

尊
さ

・
勤

労
・
〃

・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
〃

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
相

互
理

解
、

寛
容

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
思

い
や

り
、

感
謝

・
勤

労
・
〃

・
〃

日
文

・
高

橋
陽

一
（
漫

画
家

）
・
千

住
真

理
子

（
ヴ

ァ
イ

オ
リ
ニ

ス
ト

）
・
み

つ
は

し
ち

か
こ

（
漫

画
家

）
・
近

藤
勝

重
（
コ

ラ
ム

ニ
ス

ト
）

・
さ

か
な

ク
ン

（
魚

類
学

者
）

・
相

田
み

つ
を

（
詩

人
）

・
マ

ザ
ー

＝
テ

レ
サ

（
修

道
女

）
・
野

口
健

（
登

山
家

）
・
塚

本
こ

な
み

（
樹

木
医

）
・
新

津
春

子
（
清

掃
員

）
・
史

峰
（
筆

職
人

）

・
重

松
清

（
作

家
）

・
吉

沢
博

子
（
旅

行
記

者
）

・
鈴

木
憲

美
（
グ

ラ
ウ

ン
ド

キ
ー

パ
ー

）
・
崎

原
真

弓
（
バ

ス
ガ

イ
ド

）

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
思

い
や

り
、

感
謝

・
礼

儀
・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
生

命
の

尊
さ

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
自

然
愛

護
・
勤

労
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
相

互
理

解
、

寛
容

・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度

・
国

枝
慎

吾
（
車

い
す

テ
ニ

ス
選

手
）

・
西

田
深

雪
（
盲

導
犬

繁
殖

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
・
山

本
美

香
（
戦

場
特

派
員

）
・
椋

鳩
十

（
作

家
）

・
坂

茂
（
建

築
家

）
・
井

上
康

生
（
柔

道
家

）
・
西

岡
京

二
（
農

業
指

導
者

）
・
猿

渡
瞳

（
骨

肉
腫

患
者

）

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
生

命
の

尊
さ

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
生

命
の

尊
さ

・
さ

だ
ま

さ
し

（
歌

手
）

・
吉

田
沙

保
里

（
レ

ス
リ
ン

グ
選

手
）

・
山

折
哲

雄
（
評

論
家

）
・
杉

原
千

畝
（
外

交
官

）
・
中

村
裕

（
医

師
）

・
濱

口
儀

兵
衛

（
醤

油
問

屋
当

主
）

・
向

田
邦

子
（
脚

本
家

）
・
臼

井
二

美
男

（
義

肢
装

具
士

）
・
東

山
魁

夷
（
画

家
）

・
山

中
伸

弥
（
iP

S
細

胞
研

究
者

）
・
マ

ラ
ラ

＝
ユ

ス
フ

ザ
イ

（
活

動
家

）
・
エ

ド
ワ

ー
ド

＝
シ

ル
ベ

ス
タ

ー
＝

モ
ー

ス
（
動

物
学

者
）

・
オ

ー
ド

リ
ー

＝
ヘ

プ
バ

ー
ン

（
女

優
）

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
礼

儀
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
節

度
、

節
制

・
勤

労
・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
遵

法
精

神
、

公
徳

心

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

※
コ

ラ
ム

等
で

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
に

つ
い

て
は

調
査

の
対

象
と

し
て

い
な

い
。

「
別

紙
２

－
３

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

】
（
中

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
　

 　
　

  
学

年
　

　
　

 　
  

人
物

・
内

容
項

目
　 　

発
行

者

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年

－ 505 －



　
g　

人
物

の
生

き
方

や
考

え
方

等
か

ら
学

ぶ
主

な
教

材
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
名

、
職

業
及

び
内

容
項

目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

学
研

・
村

岡
花

子
（
翻

訳
家

）
・
新

井
淑

則
（
教

師
）

・
嘉

納
治

五
郎

（
IO

C
委

員
）

・
石

川
正

一
（
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ
ー

患
者

）
・
森

繁
久

彌
（
俳

優
）

・
吉

田
直

哉
（
演

出
家

）
・
マ

ル
ク

ス
＝

レ
ー

ム
（
パ

ラ
陸

上
選

手
）

・
ド

ナ
ル

ド
＝

キ
ー

ン
（
大

学
教

授
）

・
ヒ

ー
ブ

ル
＝

オ
ン

ジ
ェ
イ

（
狂

言
師

）
・
シ

ル
ヴ

ァ
ン

旭
西

ギ
ニ

ャ
ー

ル
（
琵

琶
奏

者
）

・
大

島
希

巳
江

（
落

語
家

）
・
イ

チ
ロ

ー
（
野

球
選

手
）

・
岸

本
耕

作
（
グ

ラ
ブ

職
人

）
・
本

橋
麻

里
（
カ

ー
リ
ン

グ
選

手
）

・
岸

田
崇

志
（
ア

プ
リ
開

発
者

）
・
今

西
乃

子
（
児

童
文

学
作

家
）

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
生

命
の

尊
さ

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
〃

・
〃

・
〃

・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
生

命
の

尊
さ

・
髙

梨
沙

羅
（
ス

キ
ー

ジ
ャ

ン
プ

選
手

）
・
八

村
美

璃
（
高

校
生

）
・
長

谷
部

誠
（
サ

ッ
カ

ー
選

手
）

・
山

内
宏

志
（
サ

ッ
カ

ー
審

判
員

）
・
宇

崎
竜

童
（
俳

優
）

・
高

倉
健

（
俳

優
）

・
松

井
秀

喜
（
野

球
選

手
）

・
伊

集
院

静
（
作

家
）

・
尾

高
惇

忠
（
富

岡
製

糸
場

建
設

者
）

・
中

江
良

夫
（
劇

作
家

）
・
山

中
伸

弥
（
iP

S
細

胞
研

究
者

）
・
雨

宮
清

（
建

設
機

械
会

社
会

長
）

・
木

村
秋

則
（
リ
ン

ゴ
農

家
）

・
矢

口
一

夫
（
表

具
師

）

・
緒

方
洪

庵
（
医

師
）

・
清

水
謙

吾
（
戸

長
）

・
節

度
、

節
制

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
相

互
理

解
、

寛
容

・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
・
〃

・
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
〃

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
友

情
、

信
頼

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
自

然
愛

護
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
生

命
の

尊
さ

・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度

・
伊

調
馨

（
レ

ス
リ
ン

グ
選

手
）

・
向

田
邦

子
（
脚

本
家

）
・
山

本
敏

晴
（
医

師
）

・
渡

部
成

俊
（
会

社
社

長
）

・
伊

能
忠

敬
（
学

者
）

・
北

村
麻

子
（
ね

ぶ
た

師
）

・
植

松
努

（
技

術
者

）
・
田

邊
優

貴
子

（
研

究
者

）
・
萩

野
公

介
（
競

泳
選

手
）

・
瀬

戸
大

也
（
競

泳
選

手
）

・
上

杉
鷹

山
（
政

治
家

）
・
藤

﨑
由

佳
（
「
シ

ャ
ー

プ
ペ

ン
シ

ル
」
作

者
）

・
佐

藤
友

莉
菜

（
「
ウ

ガ
ン

ダ
の

人
々

と
」
作

者
）

・
一

戸
冬

彦
（
大

学
教

員
）

・
和

田
正

人
（
合

掌
造

り
家

屋
住

人
）

・
和

田
利

治
（
屋

根
葺

き
技

術
士

）
・
谷

真
海

（
パ

ラ
陸

上
競

技
選

手
）

・
臼

井
二

美
男

（
義

肢
装

具
士

）
・
杉

原
千

畝
（
外

交
官

）
・
佐

々
木

瑠
璃

（
吹

奏
楽

部
員

）

・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
節

度
、

節
制

・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
生

命
の

尊
さ

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
友

情
、

信
頼

・
〃

・
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
〃

・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
〃

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
勤

労
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

廣
あ

か
つ

き

・
ワ

ン
ガ

リ
＝

マ
ー

タ
イ

（
環

境
保

護
活

動
家

）
・
神

津
カ

ン
ナ

（
作

家
）

・
三

浦
彌

市
（
和

太
鼓

職
人

）

・
安

藤
百

福
（
実

業
家

）
・
成

田
真

由
美

（
パ

ラ
競

泳
選

手
）

・
井

村
和

清
（
医

師
）

・
自

然
愛

護
・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

・
椋

鳩
十

（
小

説
家

）
・
ア

ー
マ

ン
ド

＝
ガ

ラ
ラ

ー
ガ

（
野

球
選

手
）

・
ジ

ム
＝

ジ
ョ
イ

ス
（
野

球
審

判
員

）
・
宇

治
達

郎
（
医

師
）

・
杉

浦
睦

夫
（
技

師
）

・
齊

藤
慶

輔
（
獣

医
師

）
・
石

川
正

一
（
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ
ー

患
者

）
・
三

浦
知

良
（
サ

ッ
カ

ー
選

手
）

・
鈴

木
恵

美
子

（
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
）

・
大

佛
次

郎
（
小

説
家

）
・
吉

田
直

哉
（
演

出
家

）
・
ガ

ブ
リ
エ

ラ
＝

ア
ン

デ
ル

セ
ン

（
マ

ラ
ソ

ン
選

手
）

・
中

川
志

郎
（
獣

医
師

）
・
王

貞
治

（
野

球
選

手
）

・
村

山
聖

（
棋

士
）

・
三

浦
綾

子
（
小

説
家

）
・
マ

ザ
ー

＝
テ

レ
サ

（
修

道
女

）
・
平

野
国

美
（
医

師
）

・
自

然
愛

護
・
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
〃

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
〃

・
相

互
理

解
、

寛
容

・
生

命
の

尊
さ

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

・
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
生

命
の

尊
さ

・
森

口
健

司
（
教

師
）

・
向

田
邦

子
（
作

家
）

・
鎌

田
實

（
医

師
）

・
萩

生
田

千
津

子
（
女

優
）

・
大

谷
泰

志
（
編

集
者

）
・
一

戸
冬

彦
（
大

学
教

員
）

・
小

檜
山

博
（
作

家
）

・
松

井
秀

喜
（
野

球
選

手
）

・
斉

藤
麻

衣
（
中

学
生

）
・
吉

村
昭

（
小

説
家

）
・
和

泉
ま

さ
江

（
作

家
）

・宮
澤

崇
史

（自
転

車
ロ

ー
ド

レ
ー

サ
ー

）
・
ネ

ル
ソ

ン
＝

マ
ン

デ
ラ

（
南

ア
フ

リ
カ

共
和

国
大

統
領

）
・
イ

マ
ヌ

エ
ル

＝
カ

ン
ト

（
哲

学
者

）
・ジ

ャ
ン

＝
ジ

ャ
ッ
ク

＝
ル

ソ
ー

（哲
学

者
）

・
シ

ョ
ー

ペ
ン

ハ
ウ

ア
ー

（
哲

学
者

）
・
ニ

ー
チ

ェ
（
哲

学
者

）

・
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

・
節

度
、

節
制

・
生

命
の

尊
さ

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
・
思

い
や

り
、

感
謝

・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
礼

儀
・
勤

労
・
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義

・
自

主
、

自
律

、
自

由
と

責
任

・
〃

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
〃

※
コ

ラ
ム

等
で

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
に

つ
い

て
は

調
査

の
対

象
と

し
て

い
な

い
。

「
別

紙
２

－
３

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

】
（
中

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
　

 　
　

  
学

年
　

　
　

 　
  
人

物
・
内

容
項

目
　 　

発
行

者

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年
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g　

人
物

の
生

き
方

や
考

え
方

等
か

ら
学

ぶ
主

な
教

材
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
名

、
職

業
及

び
内

容
項

目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

日
科

・
辰

巳
芳

子
（
料

理
研

究
家

）
・
国

枝
慎

吾
（
車

い
す

テ
ニ

ス
選

手
）

・
吉

田
松

陰
（
志

士
）

・
中

村
正

人
（
宇

宙
科

学
者

）
・
西

尾
実

（
翻

訳
者

）
・
嘉

納
治

五
郎

（
柔

道
家

）
・
ジ

ャ
ッ
キ

ー
＝

ロ
ビ

ン
ソ

ン
（
野

球
選

手
）

・
中

野
英

明
（
住

職
）

・
新

津
春

子
（
清

掃
員

）
・
陸

奥
宗

光
（
政

治
家

）

・
八

田
與

一
（
水

利
技

術
者

）
・
鎌

田
實

（
医

師
）

・
宇

治
金

太
郎

（
愛

鳥
家

）
・
幸

田
文

（
小

説
家

）
・
吉

田
直

哉
（
演

出
家

）
・
レ

ー
ナ

＝
マ

リ
ア

（
ゴ

ス
ペ

ル
シ

ン
ガ

ー
）

・
節

度
、

節
制

・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
礼

儀
・
相

互
理

解
、

寛
容

・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義

・
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
・
勤

労
・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

・
生

命
の

尊
さ

・
自

然
愛

護
・
感

動
、

畏
敬

の
念

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
山

極
勝

三
郎

（
病

理
学

者
）

・
高

村
光

太
郎

（
詩

人
）

・
柴

田
ト

ヨ
（
詩

人
）

・
長

嶋
茂

雄
（
野

球
選

手
）

・
松

井
秀

喜
（
野

球
選

手
）

・
ア

ン
ト

ニ
ー

ナ
＝

リ
ー

ロ
（
ポ

ー
ラ

ン
ド

孤
児

）
・
淀

屋
常

安
（
商

人
）

・
野

中
兼

山
（
土

佐
藩

重
役

）

・
フ

レ
ッ
ド

＝
和

田
勇

（
実

業
家

）
・
コ

ン
ス

タ
ン

チ
ン

＝
ス

コ
ロ

プ
イ

シ
ュ

ヌ
イ

（
幼

児
）

・
広

瀬
淡

窓
（
儒

学
者

）
・
福

島
智

（
大

学
教

授
）

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
思

い
や

り
、

感
謝

・
友

情
、

信
頼

・
〃

・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義

・
勤

労
・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
生

命
の

尊
さ

・
生

命
の

尊
さ

・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

・
ワ

ン
ガ

リ
＝

マ
ー

タ
イ

（
環

境
保

護
活

動
家

）
・
山

中
伸

弥
（
iP

S
細

胞
研

究
者

）
・
加

賀
大

介
（
作

詞
家

）
・
木

村
秋

則
（
農

家
）

・
島

津
斉

彬
（
薩

摩
藩

主
）

・
杉

原
千

畝
（
外

交
官

）
・
佐

倉
惣

五
郎

（
印

旛
郡

公
津

村
名

主
）

・
川

畠
成

道
（
バ

イ
オ

リ
ニ

ス
ト

）
・
鈴

木
恵

美
子

（
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
）

・
上

杉
鷹

山
（
政

治
家

）

・
小

川
三

夫
（
宮

大
工

）

・
小

泉
八

雲
（
文

学
者

）

・
大

石
邦

子
（
エ

ッ
セ

イ
ス

ト
）

・
東

山
魁

夷
（
画

家
）

・
二

宮
尊

徳
（
農

政
家

）

・
節

度
、

節
制

・
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

・
真

理
の

探
究

、
創

造
・
遵

法
精

神
、

公
徳

心
・
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義

・
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

・
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

・
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
を

愛
す

る
態

度
・
生

命
の

尊
さ

・
自

然
愛

護
・
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

※
コ

ラ
ム

等
で

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
に

つ
い

て
は

調
査

の
対

象
と

し
て

い
な

い
。

「
別

紙
２

－
３

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

】
（
中

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
　

 　
　

  
学

年
　

　
　

 　
  
人

物
・
内

容
項

目
　 　

発
行

者

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年
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「
別

紙
２
－
４
」
【
　
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

東
書

教
出

光
村

日
文

「
単

元
名

又
は

教
材

名
」
　

　
【
掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

「
白

ご
飯

を
目

指
し

て
―

萩
野

公
介

（
節

度
、

節
制

）
」

　
・
【
写

真
】
萩

野
選

手
が

着
用

し
て

い
る

ウ
ェ

ア
の

左
胸

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（
２

年
Ｐ

8
1
）

「
外

交
官

、
杉

原
千

畝
と

六
千

人
の

命
の

ビ
ザ

」
　

・
【
コ

ラ
ム

】
リ

ト
ア

ニ
ア

の
杉

原
千

畝
記

念
館

内
に

日
章

旗
が

飾
ら

れ
て

い
る

。
（
２

年
Ｐ

1
0
7
）

「
郷

土
の

こ
と

を
考

え
る

」
　

・
【
付

録
】
山

口
県

の
道

下
美

里
選

手
の

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

の
右

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
２

年
Ｐ

1
9
1
）

　
・
【
付

録
】
山

口
県

の
道

下
美

里
選

手
が

日
章

旗
を

広
げ

て
持

っ
て

い
る

。
（
２

年
Ｐ

1
9
1
）

「
ハ

ッ
チ

を
開

け
て

、
知

ら
な

い
世

界
へ

（
感

動
、

畏
敬

の
念

）
」

　
・
【
写

真
】
野

口
飛

行
士

の
宇

宙
服

の
左

袖
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
３

年
Ｐ

6
9
）

「
ラ

イ
バ

ル
ど

う
し

の
友

情
―

ス
ピ

ー
ド

ス
ケ

ー
ト

　
小

平
奈

緒
と

李
相

花
（
友

情
、

信
頼

）
」

　
・
【
写

真
】
小

平
選

手
の

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

の
左

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
３

年
Ｐ

1
2
9
）

　
・
【
写

真
】
小

平
選

手
の

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

の
左

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
３

年
Ｐ

1
3
0
）

　
・
【
本

文
】
レ

ー
ス

後
に

、
日

の
丸

を
羽

織
っ

て
、

観
客

に
応

え
る

小
平

選
手

（
３

年
Ｐ

1
3
1
）

　
・
【
写

真
】
歓

声
に

応
え

る
小

平
選

手
の

ジ
ャ

ー
ジ

の
左

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
３

年
Ｐ

1
3
1
）

「
栄

光
の

架
橋

（
友

情
、

信
頼

）
」

　
・
【
写

真
】
瀬

戸
選

手
の

ス
イ

ミ
ン

グ
キ

ャ
ッ

プ
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
３

年
Ｐ

1
3
2
）

「
最

強
の

敵
　

最
大

の
友

（
友

情
、

信
頼

）
」

　
・
【
写

真
】
瀬

戸
選

手
の

ス
イ

ミ
ン

グ
キ

ャ
ッ

プ
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
１

年
Ｐ

6
9
）

　
・
【
写

真
】
瀬

戸
選

手
と

萩
野

選
手

が
着

用
し

て
い

る
ウ

ェ
ア

の
左

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
１

年
Ｐ

7
0
）

「
シ

ョ
ー

ト
パ

ン
ツ

初
体

験
in

ア
メ

リ
カ

（
相

互
理

解
、

寛
容

）
」

　
・
【
写

真
】
大

日
方

選
手

の
ヘ

ル
メ

ッ
ト

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（
１

年
Ｐ

1
0
6
）

「
短

所
を

武
器

と
せ

よ
（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
写

真
】
竹

下
選

手
の

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

の
左

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
２

年
Ｐ

2
6
）

「
片

足
の

ア
ル

ペ
ン

ス
キ

ー
ヤ

ー
・
三

澤
拓

（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
写

真
】
三

澤
選

手
の

ヘ
ル

メ
ッ

ト
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
３

年
Ｐ

1
2
7
）

「
夢

の
力

（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
写

真
】
二

條
選

手
の

ウ
ェ

ア
の

左
胸

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（
２

年
Ｐ

1
3
7
）

「
礼

儀
正

し
さ

と
は

（
礼

儀
）
」

　
・
【
写

真
】
大

野
選

手
の

道
着

の
左

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
３

年
Ｐ

1
3
）

「
銀

メ
ダ

ル
か

ら
得

た
も

の
（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
写

真
】
吉

田
選

手
の

ウ
ェ

ア
の

左
胸

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（
３

年
Ｐ

1
2
）

「
N

o
 C

h
ar

it
y,

 b
u
t 

a 
C

h
an

c
e
!（

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

）
」

　
・
【
写

真
】
大

分
県

で
開

催
さ

れ
た

障
が

い
者

の
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

写
真

に
写

る
車

い
す

選
手

の
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
の

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
３

年
Ｐ

6
9
）

−508−



「
別

紙
２

－
４

」
【
　

国
旗

・
国

歌
の

扱
い

　
】
（
中

学
校

　
道

徳
）

発
行

者

学
研

「
単

元
名

又
は

教
材

名
」
　

　
【掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

「
真

の
国

際
人

　
嘉

納
治

五
郎

（
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

）
」

　
・
【
写

真
】
「
1
9
6
4
年

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

会
式

、
日

本
選

手
団

の
入

場
の

写
真

」
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（１

年
Ｐ

6
8
）

「
日

本
サ

ポ
ー

タ
ー

　
世

界
が

称
賛

」
　

・
【
写

真
】
「
2
0
1
4
年

６
月

1
9
日

（
現

地
時

間
）
に

行
わ

れ
た

ギ
リ

シ
ャ

戦
後

の
観

客
席

」
の

写
真

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（
１

年
Ｐ

1
5
7
）

「
ロ

コ
・
ソ

ラ
ー

レ
　

メ
ダ

ル
へ

の
挑

戦
（
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
）
」

　
・
【
写

真
】
平

昌
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
表

彰
式

に
臨

む
ロ

コ
・
ソ

ラ
ー

レ
メ

ン
バ

ー
の

ジ
ャ

ー
ジ

の
左

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（
１

年
Ｐ

1
6
0
）

「
エ

ル
ト

ゥ
ー

ル
ル

号
の

遭
難

（
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

）
」

　
・
【
紙

芝
居

】
紙

芝
居

の
③

に
日

章
旗

が
描

か
れ

て
い

る
。

（１
年

Ｐ
1
7
1
）

「
鳥

の
よ

う
に

空
を

飛
び

た
い

　
髙

梨
沙

羅
（
節

度
、

節
制

）
」

　
・
【
写

真
】
表

彰
式

に
臨

む
髙

梨
沙

羅
選

手
の

ジ
ャ

ー
ジ

の
左

胸
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（２

年
Ｐ

1
3
）

「
蹴

り
続

け
た

ボ
ー

ル
（
相

互
理

解
、

寛
容

）
」

　
・
【
写

真
】
F
IF

A
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

ロ
シ

ア
大

会
ア

ジ
ア

最
終

予
選

に
臨

む
長

谷
部

誠
の

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

の
左

胸
と

キ
ャ

プ
テ

ン
マ

ー
ク

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（
２

年
Ｐ

5
4
）

「
誰

も
が

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
め

る
社

会
に

」
　

・
【
コ

ラ
ム

】
2
0
1
8
年

第
４

回
ア

ジ
ア

太
平

洋
ろ

う
者

サ
ッ

カ
ー

選
手

権
大

会
決

勝
戦

で
プ

レ
ー

す
る

選
手

の
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
の

左
胸

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（
２

年
Ｐ

6
0
）

「
三

十
点

の
金

メ
ダ

ル
（
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

）
」

　
・
【
写

真
】
平

成
2
8
年

リ
オ

デ
ジ

ャ
ネ

イ
ロ

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

レ
ス

リ
ン

グ
女

子
5
8
K
ｇ
級

決
勝

に
臨

む
伊

調
馨

選
手

の
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
の

左
胸

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（
３

年
Ｐ

1
0
）

　
・
【
写

真
】
決

勝
戦

の
後

、
深

々
と

礼
を

す
る

伊
調

選
手

が
日

章
旗

を
羽

織
っ

て
い

る
。

（３
年

Ｐ
1
1
）

　
・
【
写

真
】
４

連
覇

を
果

た
し

、
金

メ
ダ

ル
を

掲
げ

る
伊

調
馨

選
手

の
ジ

ャ
ー

ジ
の

左
胸

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（３
年

Ｐ
1
2
-
1
3
）

「
二

人
の

エ
ー

ス
（
友

情
、

信
頼

）
」

　
・
【
写

真
】
平

成
2
8
年

リ
オ

デ
ジ

ャ
ネ

イ
ロ

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
臨

む
瀬

戸
選

手
と

萩
野

選
手

の
ジ

ャ
ー

ジ
の

左
胸

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（３
年

Ｐ
9
2
）

　
・
【
写

真
】
レ

ー
ス

直
後

の
瀬

戸
選

手
の

ス
イ

ミ
ン

グ
キ

ャ
ッ

プ
に

日
章

旗
が

あ
る

。
（３

年
Ｐ

9
3
）

「
ス

ポ
ー

ツ
の

力
（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
写

真
】
ロ

ン
ド

ン
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
臨

む
谷

真
海

さ
ん

の
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
の

右
胸

に
日

章
旗

が
あ

る
。

（３
年

Ｐ
1
6
7
）
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「
別
紙

２
－
４
」
【
　
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

廣
あ
か

つ
き

日
科

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
国
（
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度
）
」

　
・
【
本
文
】
試
合
前
に
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
る
が
、
そ
う
い
う
と
き
、
お
客
さ
ん
た
ち
の
中
に
は
座
っ
た
ま
ま
の
人
も
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
２
年
Ｐ
1
2
0
）

「
オ
レ
は
最
強
だ
！
（
向
上
心
、
個
性
の
伸
長
）
」

　
・
【
写
真
】
国
枝
選
手
の
ウ
ェ
ア
の
左
胸
に
日
章
旗
が
あ
る
。
（
１
年
Ｐ
1
6
）

　
・
【
写
真
】
国
枝
選
手
の
ジ
ャ
ー
ジ
の
左
胸
と
背
景
に
日
章
旗
が
あ
る
。
（
１
年
Ｐ
1
9
）

「
キ
ス
か
ら
も
ら
っ
た
勇

気
（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）
」

　
・
【
本
文
】
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、
孤
児
た
ち
は
波
止
場
に
並
ん
で
、
滞
在
中
に
覚
え
た
「
君
が
代
」
を
歌
っ
た
。
（
２
年
Ｐ
9
4
）

「
日
本
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
呼
ん
だ
男
（
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度
）
」

　
・
【
写
真
】
入
場
行
進
す
る
日
本
選
手
団
の
旗
手
が
日
章
旗
を
も
っ
て
い
る
。
（
２
年
Ｐ
1
4
0
）

「
サ
ム
ラ
イ
、
西
洋
技
術
に
挑
む
（
真
理
の
探
究
、
創
造
）
」

　
・
【
写
真
】
鹿
児
島
市
に
あ
る
尚
古
集
成
館
の
正
門
前
に
日
章
旗
が
掲
揚
さ
れ
て
い
る
。
（
３
年
Ｐ
4
1
）

「
明
か
り
の
下
の
燭
台
（
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
）
」

　
・
【
写
真
】
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
胸
に
日
章
旗
が
あ
る
。
（
３
年
Ｐ
1
2
2
）

−510−



「
別

紙
２

－
５

」
【
　

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
】
（
中

学
校

　
道

徳
）

発
行

者

東
書

教
出

「
単

元
名

又
は

教
材

名
」
　

　
【掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

「
郷

土
に

伝
わ

る
教

え
（
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
）
」

　
・
【
コ

ラ
ム

】
2
0
1
1
年

（
平

成
2
3
年

）
、

東
日

本
大

震
災

が
起

き
た

あ
の

日
、

子
供

た
ち

は
一

目
散

に
高

台
へ

避
難

し
ま

し
た

。
（
１

年
Ｐ

7
0
）

「
桜

に
集

う
人

の
思

い
（
自

然
愛

護
）
」

　
・
【
本

文
】
2
0
1
1
年

（
平

成
2
3
年

）
３

月
1
1
日

に
発

生
し

た
東

日
本

大
震

災
。

（
１

年
Ｐ

1
5
0
）

「
郷

土
の

こ
と

を
考

え
る

」
　

・
【
付

録
】
宮

城
県

　
羽

生
結

弦
　

東
日

本
大

震
災

の
被

災
を

乗
り

こ
え

て
世

界
で

活
躍

。
（
１

年
Ｐ

1
8
2
）

「
今

度
は

私
の

番
だ

（
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
）
」

　
・
【
本

文
】
そ

の
や

さ
き

の
、

2
0
1
1
年

（
平

成
2
3
年

）
３

月
、

東
日

本
大

震
災

が
起

き
ま

し
た

。
（
２

年
Ｐ

1
1
5
）

「
我

、
こ

こ
に

生
き

る
（
勤

労
）
」

　
・
【
本

文
】
翌

1
9
6
0
年

、
チ

リ
に

起
こ

っ
た

大
地

震
に

よ
る

津
波

の
え

い
き

ょ
う

で
、

霧
多

市
は

八
年

前
に

続
い

て
再

び
大

き
な

被
害

を
受

け
、

死
傷

者
も

出
た

。
（
２

年
Ｐ

1
4
0
）

「
田

老
の

生
徒

が
伝

え
た

も
の

（
節

度
、

節
制

）
」

　
・
【
本

文
】
過

去
に

幾
度

と
な

く
津

波
の

被
害

を
受

け
て

き
た

。
（
２

年
Ｐ

1
7
0
）

「
背

番
号

1
5
が

歩
ん

だ
道

－
黒

田
博

樹
（
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

）
」

　
・
【
本

文
】
黒

田
が

人
知

れ
ず

被
災

し
た

住
民

を
見

舞
い

に
来

た
の

で
あ

る
。

（
３

年
Ｐ

3
8
）

「
一

冊
の

漫
画

雑
誌

（
思

い
や

り
、

親
切

）
」

　
・
【
本

文
】
日

本
に

と
っ

て
忘

れ
る

こ
と

の
で

き
な

い
、

東
日

本
大

震
災

が
起

き
ま

し
た

。
（
３

年
Ｐ

1
5
8
）

「
社

会
か

ら
の

無
言

の
賞

賛
を

感
じ

る
感

性
（
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
）
」

　
・
【
本

文
】
東

北
・
北

陸
地

方
で

は
、

た
い

へ
ん

な
大

雪
だ

と
い

う
ニ

ュ
ー

ス
が

流
れ

て
い

た
。

（
３

年
Ｐ

1
6
2
）

「
一

日
前

に
戻

れ
る

と
し

た
ら

（
節

度
、

節
制

）
」

　
・
【
本

文
】
東

日
本

大
震

災
（
平

成
2
3
年

３
月

）
（
１

年
Ｐ

8
3
）

　
・
【
本

文
】
中

国
・
九

州
北

部
豪

雨
（
平

成
2
1
年

７
月

）
（
１

年
Ｐ

8
4
）

「
防

災
に

つ
い

て
考

え
よ

う
（
節

度
、

節
制

）
」

　
・
【
コ

ラ
ム

】
自

然
災

害
が

起
こ

っ
た

ら
、

ど
う

行
動

す
る

？
（
１

年
Ｐ

8
6
-
8
7
）

「
マ

ン
シ

ョ
ン

の
椅

子
～

熊
本

地
震

の
中

で
見

つ
け

た
も

の
～

（
思

い
や

り
、

感
謝

）
」

　
・
【
本

文
】
2
0
1
6
（
平

成
2
8
）
年

４
月

1
4
日

の
夜

９
時

過
ぎ

、
熊

本
県

を
中

心
に

大
き

な
地

震
が

起
こ

り
ま

し
た

。
（
１

年
Ｐ

1
8
1
）

「
伝

え
る

と
い

う
こ

と
（
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
）
」

　
・
【
本

文
】
そ

う
思

い
な

が
ら

踊
り

を
奉

納
し

た
二

週
間

後
、

東
日

本
大

震
災

と
原

発
事

故
が

起
こ

っ
た

。
（
２

年
Ｐ

4
8
）

「
復

旧
に

と
ど

ま
ら

ず
、

復
興

を
～

後
藤

新
平

～
（
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
）
」

　
・
【
本

文
】
1
9
2
3
（
大

正
1
2
）
年

９
月

１
日

、
関

東
地

方
で

大
地

震
が

発
生

し
ま

し
た

。
（
２

年
Ｐ

1
2
2
）

「
語

り
か

け
る

目
（
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

）
」

　
・
【
本

文
】
１

月
2
3
日

、
私

は
二

回
め

の
出

動
を

し
た

。
任

務
は

長
田

署
管

内
の

救
助

活
動

・
遺

体
捜

索
。

（
２

年
Ｐ

1
2
8
）
（
阪

神
・
淡

路
大

震
災

）
「
モ

ノ
づ

く
り

の
ま

ち
、

東
大

阪
の

会
社

見
学

（
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
）
」

　
・
【
本

文
】
創

業
ま

も
な

い
1
9
2
3
年

９
月

１
日

、
関

東
大

震
災

が
起

こ
り

ま
し

た
。

（
２

年
Ｐ

1
7
1
）

「
憧

れ
の

消
防

団
（
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
）
」

　
・
【
本

文
】
そ

ん
な

憧
れ

に
影

を
落

と
す

で
き

ご
と

が
起

こ
っ

た
。

東
日

本
大

震
災

だ
っ

た
。

（
３

年
Ｐ

1
4
0
）

　
・
【
写

真
】
記

録
的

な
集

中
豪

雨
（
３

年
Ｐ

1
4
2
）
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「
別
紙
２
－
５
」
【
　
防
災
や
自
然
災
害
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

光
村

日
文

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
ひ
ま
わ
り
（
生
命
の
尊
さ
）
」

　
・
【
本
文
】
2
0
1
1
（
平
成
2
3
）
年
３
月
1
1
日

。
東

日
本

大
震

災
が

発
生

。
（
１
年

Ｐ
5
5
）

「
命

が
生
ま
れ
る
そ
の
と
き
に
（
生
命
の

尊
さ
）
」

　
・
【
本
文
】
私
が
高
校
二
年
の
と
き
、
阪

神
・
淡

路
大

震
災

が
起

き
た
。
（
２
年

Ｐ
4
1
）

「
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
へ
の
思
い
（
勤
労

）
」

　
・
【
本
文
】
東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
避

難
所

の
厳

し
い
環

境
下

で
、
長

時
間

動
か

ず
に
い
て
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に
な
っ
た
り
、
低
体
温
症
な
ど
で
な
く
な
っ
た
り
し
た

方
が
、
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
（
２
年
Ｐ
7
0
）

「
あ
の
日
　
生
ま
れ
た
命
（
生
命
の
尊

さ
）
」

　
・
【
本
文
】
2
0
1
1
（
平
成
2
3
）
年
３
月
1
1
日

、
東

日
本

大
震

災
に
よ
り
、
ご
く
あ
た
り
ま
え
の

日
常

を
送

っ
て
い
た
人
た
ち
が
、
突
然
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
（
３
年
Ｐ
2
6
）

「
震

災
を
乗
り
越
え
て
―
復
活
し
た
郷

土
芸

能
―

（
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を
愛

す
る
態
度
）
」

　
・
【
本
文
】
2
0
1
1
（
平
成
2
3
）
年
３
月
1
1
日

の
東

日
本

大
震

災
で
大

津
波

が
押

し
寄

せ
、
津

軽
石

地
区
の
風
景
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
（
１
年
Ｐ
90
）

「
時

を
刻
ん
だ
手
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
画
家
の
木
下
晋
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
か

を
考

え
、
い
く
つ
か
の
合
掌
図
を
描
き
ま
し
た
。
（
１
年
Ｐ
1
3
1
）

「
ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
―

（
生

命
の

尊
さ
）
」

　
・
【
本
文
】
1
9
9
5
（
平
成
７
）
年
１
月
1
7
日

　
兵

庫
県

を
中

心
と
し
た
阪

神
・
淡

路
大

震
災

が
発

生
し
た
日
。
（
１
年
Ｐ
1
4
3
）

「
戦

争
を
取
材
す
る
（
真
理
の
探
究
、
創

造
）
」

　
・
【
写
真
】
2
0
1
1
年
３
月
、
宮
城
県
気
仙

沼
市

で
山

本
さ
ん
が

撮
影

し
た
東

日
本

大
震

災
の

被
害

の
様
子
（
２
年
Ｐ
5
3
）

「
行
動
す
る
建
築
家
　
坂
　
茂
（
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
）
」

　
・
【
写
真
】
避
難
所
用
の
間
仕
切
り
シ
ス
テ
ム
（
２
年

Ｐ
1
0
6
）

「
避

難
所
に
て
（
節
度
、
節
制
）
」

　
・
【
本
文
】
私
は
今
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
東

日
本

大
震

災
で
被

災
し
た
方

た
ち
の

生
活

再
建

の
支

援
を
し
て
い
る
。
（
２
年
Ｐ
1
5
4
）

「
つ
な
が

り
を
減

災
に
生

か
す
た
め
に
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
「
自
助
と
共
助
」
「
熊
本
地
震
で
活
躍
し
た
中
学
生
」
「
日
頃
の
備
え
」
（
２
年
Ｐ
1
5
8
・
Ｐ
1
5
9
）

「
『
稲
む
ら
の
火
』
余
話
（
郷
土
の
伝
統
と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を
愛

す
る
態

度
）
」

　
・
【
本
文
】
そ
の
日
起
こ
っ
た
安
政
南

海
地

震
の

津
波

だ
っ
た
。
（
３
年

Ｐ
7
8
）

「
自

分
の

命
を
守

る
た
め
に
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
2
0
1
1
年
３
月
1
1
日
に
起
き
た
東

日
本

大
震

災
で
は

、
多

く
の

人
が

津
波

に
よ
っ
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
（
３
年
Ｐ
8
5
）

「
塩
む
す
び
（
思
い
や
り
、
親
切
）
」

　
・
【
写
真
】
ふ
と
ん
が
敷
き
詰
め
ら
れ

た
避

難
所

の
居

住
ス
ペ
ー
ス
（
３
年

Ｐ
1
5
5
）

「
希

望
（
生
命
の
尊
さ
）
」

　
・
【
写
真
】
2
0
1
1
年
1
2
月
９
日
、
震
災

前
の

町
を
写

し
た
写

真
を
見

る
人

々
（
３
年

Ｐ
1
9
1
）
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「
別

紙
２

－
５

」
【
　

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
】
（
中

学
校

　
道

徳
）

発
行

者

学
研

「
単

元
名

又
は

教
材

名
」
　

　
【掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

「
壊

れ
た

掲
示

板
（
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
）
」

　
・
【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
発

生
直

後
の

宮
古

市
（
１

年
Ｐ

5
1
）

「
熊

本
城

の
復

旧
は

明
日

へ
の

勇
気

」
　

・
【
コ

ラ
ム

】
そ

ん
な

熊
本

城
は

、
熊

本
市

の
シ

ン
ボ

ル
で

す
が

、
平

成
2
8
年

（
2
0
1
6
年

）
４

月
に

発
生

し
た

熊
本

地
震

で
被

災
し

ま
し

た
。

（
１

年
Ｐ

5
3
）

「
熊

本
地

震
　

被
災

地
支

援
　

S
N

S
が

威
力

」
　

・
【
コ

ラ
ム

】
東

日
本

大
震

災
で

、
被

災
者

支
援

の
大

き
な

力
に

な
り

注
目

さ
れ

た
、

会
員

制
交

流
サ

イ
ト

や
短

文
投

稿
サ

イ
ト

な
ど

の
S
N

S
が

、
熊

本
地

震
で

も
威

力
を

発
揮

し
て

い
る

。
（
２

年
Ｐ

4
9
）

「
未

来
に

響
け

　
“
復

興
輪

太
鼓

”
（
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
）
」

　
・
【
本

文
】
和

太
鼓

で
は

な
く
“
輪

太
鼓

”
。

こ
れ

は
、

東
日

本
大

震
災

直
後

の
津

波
で

和
太

鼓
が

流
さ

れ
た

宮
城

県
石

巻
市

立
雄

勝
中

学
校

で
、

生
徒

た
ち

が
力

を
合

わ
せ

て
作

っ
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

太
鼓

だ
。

（
２

年
Ｐ

1
3
6
）

「
群

青
の

絆
」

　
・
【
コ

ラ
ム

】
平

成
2
3
年

（
2
0
1
1
年

）
３

月
1
1
日

の
東

日
本

大
震

災
で

、
生

徒
４

人
が

津
波

の
犠

牲
に

な
り

ま
し

た
。

（
２

年
Ｐ

1
4
0
）

「
私

は
大

丈
夫

～
そ

ん
な

気
持

ち
は

な
い

で
す

か
（
節

度
、

節
制

）
」

　
・
【
本

文
】
も

し
、

夜
中

に
地

震
が

起
き

た
ら

…
…

（
２

年
Ｐ

1
7
9
）

「
あ

り
が

と
う

の
不

思
議

な
力

（
思

い
や

り
、

感
謝

）
」

　
・
【
本

文
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

や
東

日
本

大
震

災
な

ど
の

災
害

時
に

、
家

を
失

い
、

家
族

を
失

い
、

悲
し

み
の

な
か

に
あ

る
人

々
が

救
助

の
人

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

人
々

に
向

け
て

口
に

し
た

「
あ

り
が

と
う

」
の

言
葉

に
世

界
中

か
ら

驚
き

の
声

が
上

が
り

ま
し

た
。

（
３

年
Ｐ

1
4
）

「
思

い
を

ひ
と

つ
に

　
東

北
絆

ま
つ

り
」

　
・
【
コ

ラ
ム

】
平

成
2
3
年

の
東

日
本

大
震

災
の

約
４

か
月

後
か

ら
、

犠
牲

者
の

鎮
魂

と
復

興
を

願
っ

て
、

東
北

６
県

を
代

表
す

る
６

つ
の

祭
り

が
一

堂
に

集
ま

る
祭

り
が

行
わ

れ
て

き
ま

し
た

が
、

６
年

か
け

て
東

北
６

県
を

一
巡

し
た

と
こ

ろ
で

終
了

と
な

り
ま

し
た

。
（
３

年
Ｐ

6
7
）

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

感
じ

た
支

援
の

絆
」

　
・
【
コ

ラ
ム

】
東

日
本

大
震

災
発

生
数

日
後

の
平

成
2
3
年

（
2
0
1
1
年

）
３

月
1
8
日

、
岩

手
県

大
船

渡
市

立
第

一
中

学
校

の
生

徒
が

、
自

分
た

ち
の

地
域

の
役

に
立

と
う

と
学

校
新

聞
「
希

望
」
の

発
行

を
始

め
ま

し
た

。
（
３

年
Ｐ

1
1
5
）

「
亡

き
母

へ
の

ト
ラ

ン
ペ

ッ
ト

（
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

）
」

　
・
【
本

文
】
千

年
に

一
度

と
い

わ
れ

る
大

地
震

と
巨

大
津

波
が

東
日

本
を

襲
っ

た
と

き
、

岩
手

県
陸

前
高

田
市

に
住

む
高

校
２

年
生

の
瑠

璃
さ

ん
は

、
学

校
で

所
属

す
る

吹
奏

楽
部

の
練

習
中

だ
っ

た
。

（
３

年
Ｐ

18
0
）
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「
別
紙
２
－
５
」
【
　
防
災
や
自
然
災
害
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

廣
あ
か

つ
き

日
科

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
お
に
ぎ
り
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
四
日
深
夜
か
ら
の
記
録

的
な
大

雪
で
、
翌

五
日

夕
ま
で
通

行
止

め
が

続
い
た
八

郎
潟

町
真
坂
の
国
道
七
号
で
の
出
来
事
―
。
（
１
年
Ｐ
9
9
）

「
語

り
か
け
る
目
（
生
命
の
尊
さ
）
」

　
・
【
本
文
】
1
月
2
3
日
、
私
は
二
回
目

の
出

動
を
し
た
。
任

務
は

長
田

署
管

内
の

救
助

活
動

・
遺

体
捜

索
。
そ
し
て
、
村
野
工
業
高
校
体
育
館
に
お
け
る
遺
体
管
理
と
検
視
業

務
の

補
助
で
あ
っ
た
。
（
１
年
Ｐ
1
3
0
）

「
相

馬
野
馬
追
の
季
節
（
郷
土
の
伝
統
と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を
愛

す
る
態

度
）
」

　
・
【
本
文
】
2
0
1
1
（
平
成
2
3
）
年
３
月
1
1
日

、
大

き
な
地

震
と
巨

大
な
津

波
が

東
北

地
方

を
襲

い
ま
し
た
。
（
２
年
Ｐ
5
0
）

「
千
年
先
の
ふ
る
さ
と
へ
（
郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度
）
」

　
・
【
本
文
】
こ
の
自
然
豊
か
な
町
で
、
海

と
森

か
ら
の

恵
み

に
支

え
ら
れ

て
き
た
人

々
の

暮
ら
し
は

、
2
0
1
1
（
平
成
2
3
）
年
３
月
1
1
日
の
東
日
本
大
震
災
で
一
変
し
た
。
（
３
年
Ｐ

1
3
7
）

「
希

望
新
聞
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
東
日
本
大
震
災
の
発
生

か
ら
ほ

ぼ
一

週
間

後
の

2
0
1
1
（
平

成
2
3
）
年

３
月

1
8
日

に
、
岩

手
県
大
船
渡
市
立
第
一
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、
大

き
な
被

害
を
受

け
た
自
分
た
ち
の
地
域
に
役
立
ち
、
被

災
し
た
人

々
を
励

ま
そ
う
と
発

行
し
た
学

校
新

聞
「
希

望
」
。
（
３
年
Ｐ
1
4
1
）

「
人

知
を
超
え
た
も
の
へ
の
感
動
と
畏
敬

の
念

を
深

め
る
」

　
・
【
ノ
ー
ト
】
奇
跡
の
一
本
松
　
2
0
1
1
（
平

成
2
3
年

）
、
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に
よ
る
津

波
の

直
撃
を
受
け
た
。
（
３
年
Ｐ
2
4
）

「
S
N
S
で
広
が
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
平
成
3
0
年
７
月
。
台
風

７
号

と
活

発
な
梅

雨
前

線
の

影
響

に
よ
り
、
豪

雨
が

西
日

本
を
襲
い
、
河
川
の
氾
濫
、
浸
水
害
、
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
（１

年
Ｐ
1
0
3
）

「
大

地
—
八
田
與
一
の
夢
（
国
際
理
解
、
国

際
貢

献
）
」

　
・
【
本
文
】
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
翌
年
の
９
月

１
日

、
関

東
大

震
災

が
起

き
た
。
（
１
年

Ｐ
1
5
8
）

「
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
の
挑
戦
（
よ
り
よ
く
生
き
る
喜

び
）
」

　
・
【
本
文
】
レ
ー
ナ
は
2
0
1
1
（
平
成
2
3
）
年

の
東

日
本

大
震

災
で
傷

つ
い
た
被

災
地

の
人

々
に
も
そ
の

明
る
く
美
し
い
歌
声
を
と
ど
け
た
。
（
１
年
Ｐ
1
8
9
）

「
防

災
力

を
身

に
つ
け
よ
う
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
大
地
震
発
生
！
そ
の
と
き
ど
う
し
ま
す
か
？
（
２
年
Ｐ
2
1
）

「
キ
ス
か
ら
も
ら
っ
た
勇
気
（
公
正
、
公

平
、
社

会
正

義
）
」

　
・
【
本
文
】
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
あ
る
。
（
２
年

Ｐ
9
4
）

「
台

湾
に
遺
し
た
も
の
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
そ
れ
は
、
東
日
本
大
震

災
が

起
こ
っ
た
年

（
2
0
1
1
年

）
の

暮
れ

に
台

湾
の

あ
る
新

聞
が

「
あ
な
た
に
と
っ
て
今
年
一
番
の
幸
せ
は
何
で
す
か
」と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
際

に
、
１
位

に
選

ば
れ

た
答

え
が

「
日

本
へ

の
義

援
金

が
世

界
一

に
な
っ
た
こ
と
」
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。
（
２
年
Ｐ
1
4
6
）

「
明

日
へ
の
光
（
思
い
や
り
、
感
謝
）
」

　
・
【
本
文
】
東
日
本
大
震
災
で
は
そ
の

よ
う
な
突

然
の

予
期

せ
ぬ

「
死

」
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
（
３
年

Ｐ
5
3
）
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「
別

紙
２
－
６
」
【
　
性
差
と
家
族
に
つ
い
て
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

東
書

教
出

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

〇
性
差
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
今
度
は
私
の
番
だ
（
社
会
参
画

、
公

共
の

精
神

）
」

　
・
【
本
文
】
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

、
差

別
や

偏
見

の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
L
G
B
T
（
多
様
な
性
的
指
向
を
も
つ
人

や
、
心
の
性
と
体
の
性
に
不
一

致
を
感

じ
る
人

な
ど
の

総
称

）
を
表

明
し
た
選

手
が

大
勢

い
た
。
（
２
年
Ｐ
1
1
7
）

「
郷
土
の
こ
と
を
考
え
る
」

　
・
【
付
録
】
埼
玉
県
　
荻
野
吟
子

　
開

業
医

と
し
て
治

療
に
従

事
し
、
女

性
の

地
位

向
上

、
衛

生
知
識
の
ふ
き
ゅ
う
に
も
努
め
た
。
（
２
年
Ｐ
1
9
0
）

「
そ
の
こ
（
国
際
理
解
、
国
際
貢

献
）
」

　
・
【
本
文
】
第
２
条
　
差
別
の
禁
止
　
子
供
は
国
の
ち
が
い
や
、
男
か
女
か
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
使
う
か
、
ど
ん
な
宗
教
を
信
じ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
意
見
を

も
っ
て
い
る
か
、
心
や
体
に
障

が
い
が

あ
る
か

な
い
か

、
お
金

持
ち
で
あ
る
か
な
い
か
、
な
ど
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
ま
せ
ん
。
（
３
年
Ｐ
1
5
1
）

〇
家
族
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
靴
（
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
あ
な
た
が
家
族
の

思
い
を
感

じ
た
の

は
ど
の

よ
う
な
と
き
だ
ろ
う
。
（
１
年

Ｐ
9
8
）

「
ご
め
ん
ね
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
家

族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）
」

　
・
【
本
文
】
日
常
生
活
の
中

で
、
家

族
へ

の
感

謝
の

気
持

ち
を
、
ど
う
表

し
て
い
っ
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。
（
２
年
Ｐ
4
7
）

「
背
筋
を
の
ば
し
て
（
家
族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
お
父
さ
ん
か
ら
「
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
き
な
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
た
千

里
は

、
父

や
母
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
、
家
を
は
な
れ
た
の
だ
ろ
う
。

（
３
年
Ｐ
4
7
）

〇
性
差
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
た
す
き
と
ポ
ン
ポ
ン
（
友
情

、
信

頼
）
」

　
・
【
本
文
】
役
割
っ
て
、
性
別
で
決

ま
る
ん
だ
ろ
う
か

。
あ
た
し
は

、
さ
ら
に
迷

っ
た
。
（
２
年

Ｐ
6
5
）

「
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
（
友

情
、
信

頼
）
」

　
・
【
本
文
】
「
由
紀
ち
ゃ
ん
、
女
の
子
ら
し
く
な
い
っ
て
思
わ
れ
る
の

、
気

に
し
て
い
る
み

た
い
。
」
（
３
年
Ｐ
7
4
）

〇
家
族
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
ご
め
ん
ね
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
の
一
員
と
し
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
（
１
年
Ｐ
6
3
）

「
飛
鳥
へ
、
そ
し
て
ま
だ
見
ぬ

子
へ

（
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
の
幸
せ
と
は

な
ん
だ
ろ
う
。
そ
の

た
め
に
あ
な
た
が

で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
（
２
年
Ｐ
1
2
1
）

「
テ
ー
ブ
ル
の
卵
焼
き
（
家
族

愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
の
一
員
と
し
て
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
は

な
ん
だ
ろ
う
。
（
３
年

Ｐ
1
3
5
）

−515−



「
別

紙
２
－
６
」
【
　
性
差
と
家
族
に
つ
い
て
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

光
村

日
文

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

〇
性
差
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
さ
ま
ざ
ま
な
性
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
ひ
と
く
ち
に
男
性
、
女
性
と
い
っ
て
も
、
性
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
在

り
方

が
あ
り
ま
す
。
（
３
年
Ｐ
1
0
1
）

〇
家
族
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
家
族
と
支
え
合
う
な
か
で
（
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
の
つ
な
が
り
を
よ
り
深

め
る
た
め
に
は

、
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。
（
１
年
Ｐ
1
3
0
）

「
き
い
ち
ゃ
ん
（
家
族
愛
、
家
庭

生
活

の
充

実
）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
を
大
切
に
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
（
２
年
Ｐ
1
9
1
）

「
一
冊
の
ノ
ー
ト
（
家
族
愛
、
家
庭

生
活

の
充

実
）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
み
ん
な
の
幸
せ

に
つ
い
て
、
深

く
考

え
て
み

よ
う
。
（
３
年

Ｐ
1
6
7
）

〇
性
差
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
夢
を
諦
め
な
い
—
『
ね
ぶ
た
師

』
北

村
麻

子
（
希

望
と
勇

気
、
克

己
と
強

い
意

志
）
」

　
・
【
本
文
】
長
い
歴
史
を
た
ど
っ
て
も
、
女

性
の

「
ね

ぶ
た
師

」
は

、
そ
れ

ま
で
一

人
も
い
な
か

っ
た
。
（
１
年
Ｐ
2
4
）

「
親
友
（
友
情
、
信
頼
）
」

　
・
【
本
文
】
「
『
女
な
の
に
』
っ
て
い
う
言

い
方

は
失

礼
じ
ゃ
な
い
？

女
だ
と
か

男
だ
と
か
関
係
な
く
、
自
分
ら
し
く
堂
々
と
生
き
て
い
る
美
咲
さ
ん
は
、
す
て
き
だ

と
思
う
よ
。
」
（
１
年
Ｐ
1
2
9
）

「
ぼ
く
の
物
語
　
あ
な
た
の
物
語

（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）
」

　
・
【
本
文
】
「
ぼ
く
は
男
の
子
だ
か

ら
、
君

よ
り
優

れ
て
い
る
。
」
「
あ
た
し
は
、
女
の
子
だ
か
ら
、
あ
ん
た
よ
り
ま
し
よ
。
」
（
３
年
Ｐ
8
8
）

「
『
持

続
可

能
な
開

発
目

標
（
S
D
G
ｓ
）
』
に
つ
い
て
知

ろ
う
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
「
S
D
G
ｓ
」
の
1
7
の
目

標
を
表
す
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
「
５
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
（
３
年
Ｐ
1
1
6
）

〇
家
族
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
三
百
六
十
五
×
十
四
回
分
の

「
あ
り
が

と
う
」
（
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
に
つ
い
て
、
考

え
よ
う
。
（
１
年

Ｐ
1
6
）

「
異
な
り
記
念
日
（
家
族
愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
「
異
な
り
記
念
日
」
を
読

ん
で
、
家

族
の

つ
な
が

り
に
つ
い
て
、
考

え
よ
う
。
（
２
年

Ｐ
5
4
）

「
家
族
っ
て
？
　
家
庭
っ
て
？
（
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
と
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
。
（
３
年
Ｐ
1
1
1
）
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「
別

紙
２
－
６
」
【
　
性
差
と
家
族
に
つ
い
て
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

学
研

廣
あ
か

つ
き

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

〇
性
差
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
ね
ぶ
た
を
夢
見
て
（
郷
土
の
伝

統
と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を
愛

す
る
態

度
）
」

　
・
【
本
文
】
ね
ぶ
た
制
作
は
男
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
る
と
言
っ
て
な
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
（
３
年
Ｐ
6
3
）

〇
家
族
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
黒
い
弁
当
（
家
族
愛
、
家
庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
の
一
員
と
し
て
、
心

掛
け
て
い
き
た
い
こ
と
は

何
だ
ろ
う
。
（
１
年

Ｐ
4
0
）

「
美
し
い
母
の
顔
（
家
族
愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
こ
れ
か
ら
久
子
は

、
家

族
の

一
員

と
し
て
ど
の

よ
う
に
生

き
て
い
く
だ
ろ
う
。
（
２
年

Ｐ
3
7
）

「
一
冊
の
ノ
ー
ト
（
家
族
愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
父
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
祖

母
の

こ
と
で
何

も
言

え
な
く
な
っ
た
の

は
な
ぜ

だ
ろ
う
。
（
３
年
Ｐ
9
0
）

〇
性
差
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重

し
、
謙

虚
に
学

び
合

う
」

　
・
【
ノ
ー
ト
】
男
女
共
同
参
画

社
会

と
は

（
２
年

Ｐ
1
1
）

〇
家
族
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
美
し
い
母
の
顔
（
家
族
愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
あ
な
た
は
家
族
の

愛
に
ど
の

よ
う
に
応

え
て
い
き
た
い
と
思

う
か

。
（
１
年

Ｐ
9
0
）

「
ふ
た
り
の
子
供
た
ち
へ
（
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
親
の
願
い
を
、
あ
な
た
は

ど
の

よ
う
に
受

け
止

め
て
い
る
か

。
（
１
年

Ｐ
1
5
7
）

「
尊
い
玉
子
（
家
族
愛
、
家
庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
我
が
子
に
寄
せ
る
母

の
思

い
を
通

し
て
、
親

の
深

い
愛

情
に
気

づ
き
、
家

族
愛

に
つ
い
て
考
え
る
。
（
２
年
Ｐ
8
5
）

「
１
冊
の
ノ
ー
ト
（
家
族
愛
、
家
庭

生
活

の
充

実
）
」

　
・
【
本
文
】
ノ
ー
ト
に
つ
づ
ら
れ

た
祖

母
の

思
い
を
知

り
、
い
た
た
ま
れ

な
く
な
る
「
僕

」
を
通

し
て
、
家
族
を
敬
愛
す
る
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
。
（
２
年
Ｐ

1
1
7
）

「
ス
ダ
チ
の
苗
木
（
家
族
愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
父
親
の
深
い
思
い
に
激

し
く
震

え
る
筆

者
の

心
を
通

し
て
、
家

族
の

愛
に
ど
う
応

え
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
考
え
る
。
（
３
年
Ｐ
1
3
）

「
母
と
子
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）
」

　
・
【
本
文
】
夢
を
追
う
宮
澤
さ
ん
と
そ
れ

を
支

え
る
母

の
命

懸
け
の

日
々

を
通

し
て
、
家

族
の

関
わ
り
を
考
え
る
。
（
３
年
Ｐ
8
7
）
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「
別

紙
２
－
６
」
【
　
性
差
と
家
族
に
つ
い
て
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

日
科

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

〇
性
差
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
だ
か
ら
歌
い
続
け
る
（
相
互

理
解

、
寛

容
）
」

　
・
【
本
文
】
私
は
、
常
に
心
と
身

体
が

ば
ら
ば

ら
と
い
う
、
「
性

同
一

性
障

が
い
」
で
あ
っ
た
。
（
２
年
Ｐ
6
4
）

「
ニ
ュ
ー
ス
で
討
論
『
支
え
合
い
は

当
た
り
前

』
（
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
）
」

　
・
【
本
文
】
女
性
差
別
を
な
く
す
の

に
、
女

性
は

男
性

に
な
れ

、
と
は

求
め
な
い
。
（
３
年

Ｐ
8
9
）

〇
家
族
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
教

材
「
形
見
（
家
族
愛
、
家
庭
生
活

の
充

実
）
」

　
・
【
本
文
】
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
よ
ろ
こ
び
の

歌
」
を
読

ん
で
、
将

来
自

分
が

築
き
た
い
家

庭
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
（
１
年
Ｐ
1
2
7
）

「
ペ
ー
パ
ー
バ
ー
ド
（
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）
」

　
・
【
本
文
】
家
族
に
つ
い
て
、
感

じ
た
こ
と
や

考
え
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
（
１
年
Ｐ
1
3
3
）

「
母
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
（
家
族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
母
が
運
転
を
再
開

し
た
時

に
は

、
自

然
と
涙

が
頬

を
伝

っ
て
い
た
の
は
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
（
２
年
Ｐ
1
2
3
）

「
一
冊
の
ノ
ー
ト
（
家
族
愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
老
い
て
い
く
祖
母
を
見

て
、
僕
は

ど
ん
な
気

持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か

。
（
３
年

Ｐ
1
1
6
）

「
迷
わ
ず
選
ぶ
（
家
族
愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
そ
れ
で
も
迷
わ
ず
「
視
力
を
く
だ
さ
い
」
と
答
え
る
父

の
思

い
に
つ
い
て
考

え
て
み

ま
し
ょ
う
。
（
３
年
Ｐ
1
2
0
）
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「
別

紙
２

－
７

」
【
　

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

・
パ

ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク

の
扱

い
　

】
（
中

学
校

　
道

徳
）

発
行

者

東
書

教
出

「
単

元
名

又
は

教
材

名
」
　

　
【掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

「
郷

土
の

こ
と

を
考

え
る

」
　

・
【
付

録
】
宮

城
県

　
羽

生
結

弦
　

宮
城

県
出

身
の

ソ
チ

・
平

昌
五

輪
フ

ィ
ギ

ュ
ア

ス
ケ

ー
ト

金
メ

ダ
リ

ス
ト

。
（
１

年
Ｐ

1
8
2
）

「
白

ご
飯

を
目

指
し

て
—

萩
野

公
介

（
節

度
、

節
制

）
」

　
・
【
本

文
】
水

泳
の

萩
野

公
介

選
手

は
、

2
0
1
6
年

（
平

成
2
8
年

）
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
男

子
4
0
0
メ

ー
ト

ル
個

人
メ

ド
レ

ー
で

、
日

本
人

史
上

初
の

金
メ

ダ
ル

を
、

2
0
0
メ

ー
ト

ル
個

人
メ

ド
レ

ー
で

は
銀

メ
ダ

ル
を

獲
得

。
（
２

年
Ｐ

8
0
）

「
今

度
は

私
の

番
だ

（
社

会
参

画
、

公
共

の
精

神
）
」

　
・
【
本

文
】
ア

テ
ネ

、
北

京
と

二
大

会
連

続
で

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

出
場

を
果

た
し

た
真

海
さ

ん
は

、
次

の
ロ

ン
ド

ン
大

会
出

場
を

目
標

に
、

厳
し

い
練

習
の

日
々

を
送

っ
て

い
ま

し
た

。
（
２

年
Ｐ

11
4
）

「
郷

土
の

こ
と

を
考

え
る

」
　

・
【
付

録
】
山

口
県

　
道

下
美

里
　

リ
オ

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
女

子
マ

ラ
ソ

ン
で

、
銀

メ
ダ

ル
を

獲
得

し
た

。
（
２

年
Ｐ

19
1
）

「
ぼ

く
の

使
命

『
野

村
萬

斎
業

』
（
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

）
」

　
・
【
コ

ラ
ム

】
2
0
2
0
年

の
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

会
式

・
閉

会
式

の
総

合
統

括
を

任
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
（
３

年
Ｐ

5
3
）

「
ラ

イ
バ

ル
ど

う
し

の
友

情
―

ス
ピ

ー
ド

ス
ケ

ー
ト

　
小

平
奈

緒
と

李
相

花
（
友

情
、

信
頼

）
」

　
・
【
本

文
】
2
0
1
8
年

（
平

成
3
0
年

）
に

韓
国

の
平

昌
で

行
わ

れ
た

冬
季

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
、

日
本

は
1
3
個

の
メ

ダ
ル

を
獲

得
し

ま
し

た
。

（
３

年
Ｐ

1
2
8
）

「
栄

光
の

架
橋

」
　

・
【
コ

ラ
ム

】
2
0
1
6
年

　
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（
３

年
Ｐ

1
3
2
）

「
将

来
の

姿
を

イ
メ

ー
ジ

し
よ

う
」

　
・
【
コ

ラ
ム

】
義

足
ア

ス
リ

ー
ト

村
上

清
加

（
東

京
都

）
「
今

は
、

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
出

場
を

目
指

し
、

練
習

に
は

げ
ん

で
い

ま
す

。
」
（
３

年
Ｐ

1
8
9
）

「
最

強
の

敵
、

最
大

の
友

（
友

情
、

信
頼

）
」

　
・
【
本

文
】
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
五

輪
第

二
日

の
六

日
夜

（
日

本
時

間
七

日
朝

）
、

競
泳

男
子

4
0
0
メ

ー
ト

ル
個

人
メ

ド
レ

ー
決

勝
で

萩
野

公
介

（
2
1
）
が

４
分

６
秒

0
5
の

日
本

新
で

優
勝

し
、

日
本

勢
で

は
今

大
会

金
メ

ダ
ル

第
一

号
に

輝
い

た
。

（１
年

Ｐ
68

）
「
シ

ョ
ー

ト
パ

ン
ツ

初
体

験
in

ア
メ

リ
カ

（
相

互
理

解
、

寛
容

）
」

　
・
【
本

文
】
『
壁

な
ん

て
破

れ
る

―
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

金
メ

ダ
リ

ス
ト

の
挑

戦
』
（
１

年
Ｐ

1
0
9
）

「
夢

へ
の

挑
戦

『
パ

ラ
カ

ヌ
ー

』
（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
本

文
】
瀬

立
選

手
の

東
京

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
へ

の
歩

み
が

始
ま

っ
た

の
で

す
。

（
１

年
Ｐ

1
8
0
）

「
短

所
を

武
器

と
せ

よ
（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
本

文
】
全

日
本

女
子

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

チ
ー

ム
は

、
2
0
1
2
（
平

成
2
4
）
年

の
ロ

ン
ド

ン
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

、
2
8
年

ぶ
り

に
メ

ダ
ル

（
銅

）
を

獲
得

し
た

。
（
２

年
Ｐ

2
7
）

「
片

足
の

ア
ル

ペ
ン

ス
キ

ー
ヤ

ー
・三

澤
拓

（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
本

文
】
2
0
0
6
（
平

成
1
8
）
年

、
高

校
三

年
の

時
に

、
イ

タ
リ

ア
の

ト
リ

ノ
で

行
わ

れ
た

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

初
め

て
出

場
し

ま
し

た
。

（
３

年
Ｐ

1
2
6
）
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「
別

紙
２
－
７
」
【
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

光
村

日
文

「
単

元
名

又
は

教
材

名
」
　

　
【
掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

「
夢

の
力

（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
本

文
】
私

は
、

2
0
1
6
年

リ
オ

デ
ジ

ャ
ネ

イ
ロ

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

、
車

い
す

テ
ニ

ス
日

本
代

表
と

し
て

、
出

場
し

ま
し

た
。

（
２

年
Ｐ

1
3
4
）

「
礼

儀
正

し
さ

と
は

（
礼

儀
）
」

　
・
【
本

文
】
2
0
1
6
（
平

成
2
8
）
年

の
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
。

（
３

年
Ｐ

1
2
）

「
希

望
の

義
足

（
国

際
理

解
、

国
際

貢
献

）
」

　
・
【
写

真
】
2
0
0
0
年

シ
ド

ニ
ー

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

会
式

。
（
３

年
Ｐ

1
2
5
）

「
緑

の
じ

ゅ
う

た
ん

（
真

理
の

探
究

、
創

造
）
」

　
・
【
本

文
】
1
9
6
4
（
昭

和
3
9
）
年

1
0
月

1
0
日

、
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
が

国
立

競
技

場
で

開
会

式
を

迎
え

た
。

（
１

年
Ｐ

1
7
7
）

「
自

分
の

弱
さ

と
戦

え
（
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

）
」

　
・
【
写

真
】
2
0
1
6
年

、
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
出

場
。

（
２

年
Ｐ

９
）

「
初

心
（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
写

真
】
2
0
0
0
年

、
シ

ド
ニ

ー
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
決

勝
で

、
相

手
選

手
を

得
意

の
内

股
で

破
る

（
２

年
Ｐ

1
2
2
）

「
銀

メ
ダ

ル
か

ら
得

た
も

の
（
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

）
」

　
・
【
本

文
】
2
0
1
6
（
平

成
2
8
）
年

８
月

1
8
日

、
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
。

（
３

年
Ｐ

1
0
）

「
N

o
 C

h
ar

it
y,

 b
u
t 

a 
C

h
an

c
e
!（

社
会

参
画

、
公

共
の

精
神

）
」

　
・
【
本

文
】
あ

な
た

は
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
見

た
こ

と
が

あ
る

だ
ろ

う
か

。
（
３

年
Ｐ

6
8
）

「
失

っ
た

笑
顔

を
取

り
戻

す
（
勤

労
）
」

　
・
【
本

文
】
チ

ー
ム

か
ら

は
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

選
手

と
し

て
活

躍
す

る
人

も
生

ま
れ

た
。

（
３

年
Ｐ

1
2
5
）
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「
別
紙
２
－
７
」
【
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

学
研

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概

要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
真
の
国
際
人
　
嘉
納
治
五
郎

（
国

際
理

解
、
国

際
貢

献
）
」

　
・
【
写
真
】
1
9
6
4
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会

式
、
日

本
選

手
団

の
入

場
。
（
１
年

Ｐ
6
8
）

「
公
平
と
は
な
ん
だ
ろ
う
（
公
正

、
公

平
、
社

会
正

義
）
」

　
・
【
写
真
】
2
0
1
6
年
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金

メ
ダ
ル

を
獲

得
し
た
レ
ー
ム
。
（
１
年

Ｐ
1
1
7
）

「
諦
め
な
け
れ
ば
夢
は
叶
う
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
村
岡
桃
佳
（
チ
ェ
ア
ス
キ
ー
）
　
平

成
2
6
年

（
2
0
1
4
年

）
の

ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
選
手
団
と
し
て
出
場
（
１
年
Ｐ
1
4
7
）

「
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
　
メ
ダ
ル
へ
の
挑
戦
」

　
・
【
写
真
】
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
表

彰
式

。
（
１
年

Ｐ
1
6
0
）

「
鳥
の
よ
う
に
空
を
飛
び
た
い
　
高

梨
沙

羅
（
節

度
、
節

制
）
」

　
・
【
写
真
】
平
成
3
0
年
（
2
0
1
8
年

）
２
月

1
2
日

韓
国

平
昌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
女

子
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
（
２
年
Ｐ
1
3
）

「
ジ
ャ
ッ
ジ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
向
上
心

、
個

性
の

伸
長

）
」

　
・
【
本
文
】
「
第
3
1
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大

会
（
2
0
1
6
／

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）
」
と
い
っ
た
大

き
な
国
際
大
会
も
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
（
２
年
Ｐ
5
9
）

「
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
社
会
に
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
山
内
宏
志
さ
ん
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

・
レ
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
や
国
際
大
会
、
J
リ
ー
グ
な
ど
で
活
躍
す
る
審
判
員
で

す
。
（
２
年
Ｐ
6
0
）

「
三
十
点
の
金
メ
ダ
ル
（
向
上
心

、
個

性
の

伸
長

）
」

　
・
【
本
文
】
平
成
2
8
年
（
2
0
1
6
年

）
の

、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
（
３
年

Ｐ
1
0
）

「
二
人
の
エ
ー
ス
（
友
情
、
信
頼
）
」

　
・
【
本
文
】
平
成
2
8
年
（
2
0
1
6
年

）
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
競

泳
男

子
4
0
0
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー
決
勝
で
、
萩
野
公
介
選
手
が
金
メ
ダ
ル

を
獲

得
し
、
瀬
戸
大
也
選
手
が
銅
メ
ダ
ル

を
獲

得
し
た
。
（
３
年

Ｐ
9
2
）

「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
（
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志
）
」

　
・
【
写
真
】
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会

の
最

終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
谷
真
海
さ
ん
。
（
３
年
Ｐ
1
6
4
）

　
・
【
写
真
】
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
谷
真
海
さ
ん
（
３
年
Ｐ
1
6
7
）

「
『
血

の
通

っ
た
義

足
』
を
作

り
た
い
（
勤

労
）
」

　
・
【
本
文
】
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
臼

井
さ
ん
は

ス
ポ
ー
ツ
義

足
の

製
作

に
携

わ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
谷
真
海
選
手
の
義
足
な
ど
を
作

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
（
３
年
Ｐ
1
7
1
）
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「
別

紙
２
－
７
」
【
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
道
徳
）

発
行
者

廣
あ
か

つ
き

日
科

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
終
わ
り
な
き
挑
戦
―
成
田
　
真

由
美

―
（
希

望
と
勇

気
、
克

己
と
強

い
意

志
）
」

　
・
【
本
文
】
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
以
降
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
五
大
会
に
出

場
し
、
計

2
0
個

の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。
（
１
年
Ｐ
1
4
7
）

「
明
か
り
の
下
の
燭
台
（
よ
り
よ
い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
あ
の
人
の
献
身
的
な
世

話
が

、
チ
ー
ム
に
金

メ
ダ
ル

を
も
た
ら
し
た
も
の

だ
か

ら
だ
。
（
２
年
Ｐ
5
5
）

「
人
間
で
あ
る
こ
と
の
美
し
さ
（
感
動
、
畏
敬
の
念
）
」

　
・
【
本
文
】
今
度
の
ロ
ス
・
五

輪
に
消

し
難

い
名

を
留

め
る
人

が
あ
れ

ば
、
恐

ら
く
こ
の

人
も
そ
の
一
人
だ
ろ
う
。
（
２
年
Ｐ
8
6
）

「
ス
ダ
チ
の
苗
木
（
家
族
愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
本
文
】
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
1
9
6
4
年

）
の

翌
年

、
私

は
小

学
校

に
入

学
し
た
。
（
３
年

Ｐ
1
0
）

「
母
と
子
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）
」

　
・
【
本
文
】
2
0
0
8
（
平
成
2
0
）
年

、
宮

澤
さ
ん
は

、
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日

本
代

表
の

切
符

を
つ
か

ん
だ
。
（
３
年
Ｐ
8
6
）

「
オ
レ
は
最
強
だ
！
（
向
上
心

、
個

性
の

伸
長

）
」

　
・
【
本
文
】
2
0
0
4
年
の
ア
テ
ネ
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

ダ
ブ
ル

ス
を
手

始
め
に
、
三

度
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
（
１
年
Ｐ
17
）

「
嘉
納
治
五
郎
先
生
と
の
出
会

い
（
相

互
理

解
、
寛

容
）
」

　
・
【
本
文
】
い
ろ
い
ろ
な
記
事
を
読

む
中

で
一

番
印

象
に
残

っ
た
の

が
、
“
幻

の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”
に
関
す
る
記
事
だ
っ
た
。
（
１
年
Ｐ
6
8
）

「
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
の
挑
戦
（
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
）
」

　
・
【
本
文
】
1
9
9
8
（
平
成
1
0
）
年

、
長

野
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会

式
で
人

々
の

心
を
揺

さ
ぶ

る
歌
声
が
、
会
場
に
響
き
渡
っ
た
。
（
１
年
Ｐ
1
8
6
）

「
よ
～
い
や
、
さ
～
～
（
郷
土
の
伝
統
と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を
愛

す
る
態

度
）
」

　
・
【
本
文
】
2
0
2
0
年
に
五
輪
開

催
が

決
定

し
て
い
る
東

京
で
は

、
1
9
6
4
年

の
『
東

京
五

輪
音

頭
』
が
、
都
内
各
所
で
復
活
し
て
い
た
。
（
２
年
Ｐ
1
2
8）

「
日
本
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
呼
ん
だ
男
（
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度
）
」

　
・
【
本
文
】
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
や

り
た
い
ん
で
す
。
（
２
年

Ｐ
1
3
9
）

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
「
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
違

い
「
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」
と
複
数
形
な
の
は
～
自
己
表
現
の
場
所
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
（
２
年
Ｐ
1
5
2
）

「
廣
道
純
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
・
【
コ
ラ
ム
】
今
の
僕
の
目
標
は
、
2
0
2
0
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
で
す
。
（
２
年
Ｐ
1
8
9
）

「
明
か
り
の
下
の
燭
台
（
よ
り
よ
い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

）
」

　
・
【
写
真
】
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
女

子
バ

レ
ー
の

試
合

（
３
年

Ｐ
1
2
2
）
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「
別

紙
３

」
　

【
（
２

）
構

成
上

の
工

夫
】
　

（
中

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

東
書

・
各

学
年

１
冊

・
主

な
教

材
と

し
て

、
各

学
年

3
8
の

教
材

を
掲

載
し

て
い

る
。

・
い

じ
め

や
い

の
ち

に
つ

い
て

考
え

る
教

材
を

ま
と

め
て

配
列

し
て

い
る

。

・
各

教
材

の
最

後
に

、
「
考

え
よ

う
」
や

「
自

分
を

見
つ

め
よ

う
」
と

し
て

発
問

例
を

示
し

て
い

る
。

・
主

な
教

材
と

は
別

に
、

「
A

C
T
IO

N
!」

と
い

う
ペ

ー
ジ

を
設

け
、

グ
ル

ー
プ

で
の

話
合

い
や

役
割

演
技

等
の

活
動

例
を

示
し

て
い

る
。

・
巻

末
に

切
り

取
っ

て
使

え
る

自
己

の
振

り
返

り
シ

ー
ト

、
友

達
の

意
見

の
記

録
シ

ー
ト

及
び

心
情

円
が

あ
る

。

・
全

て
の

生
徒

の
色

覚
特

性
に

適
応

す
る

よ
う
に

デ
ザ

イ
ン

し
て

い
る

。
・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
る

。
・
軽

量
な

用
紙

を
使

用
し

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

・
裏

表
紙

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

を
通

し
て

学
習

に
関

連
す

る
資

料
を

活
用

で
き

る
よ

う
二

次
元

コ
ー

ド
が

あ
る

。
・
「
話

し
合

い
の

手
引

き
」
や

「
道

徳
の

時
間

は
こ

ん
な

時
間

に
」
と

い
う
ペ

ー
ジ

を
設

け
、

話
合

い
の

手
順

や
、

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

活
動

例
を

示
し

て
い

る
。

・
各

学
年

、
巻

頭
に

詩
を

掲
載

し
て

い
る

。

教
出

・
各

学
年

１
冊

・
主

な
教

材
と

し
て

、
各

学
年

3
5
の

教
材

を
掲

載
し

て
い

る
。

・
い

じ
め

や
い

の
ち

に
つ

い
て

考
え

る
教

材
を

ま
と

め
て

配
列

し
て

い
る

。

・
各

教
材

の
最

後
に

、
「
学

び
の

道
し

る
べ

」
と

し
て

発
問

例
を

示
し

て
い

る
。

・
主

な
教

材
と

は
別

に
、

「
や

っ
て

み
よ

う
」
と

い
う
ペ

ー
ジ

を
設

け
、

グ
ル

ー
プ

で
の

話
合

い
や

役
割

演
技

等
の

活
動

例
を

示
し

て
い

る
。

・
巻

末
に

切
り

取
っ

て
使

え
る

自
己

の
振

り
返

り
シ

ー
ト

が
あ

る
。

・
色

覚
の

個
人

差
を

問
わ

ず
、

よ
り

多
く
の

人
に

見
や

す
い

カ
ラ

ー
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

し
て

い
る

。
・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
等

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
「
ま

な
び

リ
ン

ク
」
の

マ
ー

ク
が

あ
る

教
材

は
、

学
習

に
役

立
つ

情
報

を
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

見
る

こ
と

が
で

き
る

。
・
「
道

徳
科

で
学

び
を

深
め

る
た

め
に

」
と

い
う
ペ

ー
ジ

を
設

け
、

話
合

い
の

手
順

や
、

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

学
習

の
流

れ
を

示
し

て
い

る
。

・
各

学
年

、
巻

頭
に

詩
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
各

学
年

、
巻

末
に

「
都

道
府

県
に

ゆ
か

り
の

あ
る

人
物

と
、

そ
の

言
葉

」
と

い
う
資

料
を

掲
載

し
て

い
る

。

光
村

・
各

学
年

１
冊

・
主

な
教

材
と

し
て

、
各

学
年

3
5
の

教
材

を
掲

載
し

て
い

る
。

・
教

材
を

シ
ー

ズ
ン

１
～

３
の

３
つ

に
分

け
て

提
示

し
て

い
る

。
・
各

シ
ー

ズ
ン

内
は

テ
ー

マ
ご

と
に

ユ
ニ

ッ
ト

を
組

ん
で

教
材

を
配

列
し

て
い

る
。

・
各

教
材

の
最

後
に

、
「
考

え
よ

う
」
と

し
て

発
問

例
を

示
し

て
い

る
。

・
主

な
教

材
と

は
別

に
、

「
広

げ
よ

う
」
と

い
う

ペ
ー

ジ
を

設
け

、
ペ

ア
や

グ
ル

ー
プ

で
の

話
合

い
等

の
活

動
例

を
示

し
て

い
る

。
・
巻

末
に

切
り

取
っ

て
使

え
る

学
び

の
記

録
シ

ー
ト

が
あ

る
。

・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

や
特

別
支

援
教

育
の

観
点

か
ら

、
全

ペ
ー

ジ
専

門
家

の
校

閲
を

行
っ

て
い

る
。

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
書

体
を

採
用

し
て

い
る

。
等

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
裏

表
紙

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
し

て
学

習
に

関
連

す
る

資
料

を
活

用
で

き
る

よ
う

二
次

元
コ

ー
ド

が
あ

る
。

・
「
道

徳
の

授
業

を
始

め
よ

う
！

」
や

「
道

徳
の

学
び

を
振

り
返

ろ
う

」
の

ペ
ー

ジ
を

設
け

、
学

び
方

や
振

り
返

り
方

に
つ

い
て

説
明

を
し

て
い

る
。

・
各

学
年

、
巻

頭
に

詩
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
各

学
年

巻
末

に
「
日

本
の

先
駆

者
た

ち
」
と

い
う

資
料

を
掲

載
し

て
い

る
。

ま
た

、
「
あ

な
た

へ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
」
と

し
て

有
名

人
の

自
筆

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

掲
載

し
て

い
る

。

ア
　

冊
数

の
工

夫
イ

　
教

材
配

列
の

工
夫

オ
　

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
の

扱
い

カ
　

そ
の

他
の

工
夫

ウ
　

「主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た

工
夫

エ
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点

項
目

発
行

者
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「
別
紙
３
」
　
【
（
２
）
構
成
上
の
工
夫
】
　
（
中
学
校
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
）

日
文

・
各

学
年

１
冊

・
別

冊
で
発

問
や
記

入
欄

を
設
け
た
「
道

徳
ノ
ー
ト
」
を

付
属

・
主

な
教

材
と
し
て
、
各

学
年

3
5
の
教
材
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
い
じ
め
や
よ
り
よ
い
社

会
に
つ

い
て
考
え
る
教
材
を
ま
と
め
て

配
列
し
て
い
る
。

・
各

教
材

の
最

後
に
、
「
考
え
て
み
よ
う
」
「
自
分
に
＋
１
」
と
し
て
発

問
例
を
示
し
て
い
る
。

・
主
な
教
材
と
は
別
に
、
「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

学
習

内
容

を
他

教
科

や
活

動
と
つ
な
げ
、
考

え
や
視

野
を
広

げ
る

コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
別

冊
の
「
道

徳
ノ
ー
ト
」
に
、
各
教
材
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
自
分
の

考
え
及

び
振

り
返

り
等

を
記

入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
て
い
る
。

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
る
。

等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
マ
ー
ク
の
あ
る
教
材
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
資
料
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
「
道
徳
科
で
学
ぶ
こ
と
」
や
「
道
徳
科
で
の
学
び
方
」
の
ペ
ー
ジ
を

設
け
、
学

習
内

容
や
学

習
の
進

め
方

に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
。

・
各

学
年

、
巻

頭
と
巻

末
に
詩

を
掲

載
し
て
い
る
。

学
研

・
各

学
年

１
冊

・
主

な
教

材
と
し
て
、
各

学
年

3
5
の
教
材
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
ユ
ニ
ッ
ト
学

習
と
し
て
、
設

定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
複
数
の

教
材
を
配
列
し
て
い
る
。

・
各

教
材

の
最

後
に
、
「
考
え
よ
う
」
と
し
て
発
問
例
を
示
し
て
い
る
。

・
主
な
教
材
と
は
別
に
、
「
深
め
よ
う
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
グ
ル
ー

プ
で
の
話
合
い
や
役
割
演
技
等
の
活
動
例
を
示
し
て
い
る
。

・
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
各
内
容
項
目
の
教
材

に
関

連
し
た
資

料
を
紹

介
す
る
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
切
り
取
っ
て
使
え
る
学
び
の
記
録
シ
ー
ト
が
あ
る
。

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
て
い
る
。

等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
目
次

に
「
学

研
教

科
書

サ
イ
ト
」
の
二

次
元

コ
ー
ド
が
あ
り
、
ア
ク

セ
ス
す
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
写
真
を
見
た
り
、
音
を
聞
い
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

・
巻

頭
に
扉

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
道

徳
科

の
学

習
内

容
や
学

習
の
進

め
方

に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
。

・
各

学
年

、
巻

頭
に
詩

を
掲

載
し
て
い
る
。

廣
あ
か

つ
き

・
各

学
年

１
冊

・
別

冊
で
発

問
や
記

入
欄

を
設
け
た
「
道

徳
ノ
ー
ト
」
を

付
属

・
主

な
教

材
と
し
て
、
各

学
年

3
5
の
教
材
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
別
冊
の
「
道
徳
ノ
ー
ト
」
に
、

各
内

容
項

目
１
つ
ず
つ
コ
ラ
ム

が
あ
る
。

・
各

教
材

の
最

後
に
、
「
考
え
る
・
話
し
合
う
」
と
し
て
発
問
例
を
示

し
て
い
る
。

・
主

な
教

材
と
は
別

に
、
「
th
in
ki
n
g」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
各
内

容
項

目
の
教

材
に
関

連
し
た
資
料
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
を
掲
載
し

て
い
る
。

・
別

冊
の
「
中

学
生

の
道

徳
ノ
ー
ト
」
に
、
学
習
の
記
録
や
振
り
返

り
を
記
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
て
い
る
。

等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
マ
ー
ク
の
あ
る
教
材
は
、
目
次
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
巻

頭
に
扉

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
道

徳
科

の
学

習
内

容
や
学

習
の
進

め
方

に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
。

・
各

学
年

、
巻

末
に
「
い
じ
め
防

止
」
、
「
情

報
モ
ラ
ル
」
及

び
「
持

続
可

能
な
社

会
の
実

現
」
に
関

す
る
付

録
の
教

材
を
掲

載
し
て
い

る
。

日
科

・
各

学
年

１
冊

・
主

な
教

材
と
し
て
、
各

学
年

3
7
の
教
材
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
学

習
指

導
要

領
の
内

容
項

目
の
配

列
順

に
教

材
を
掲

載
し
て
い
る
。

・
各

教
材

の
最

後
に
、
「
考

え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
、
そ
し
て
、
深
め

よ
う
」
と
し
て
発
問
例
を
示
し
て
い
る
。

・
主

な
教

材
と
は
別

に
、
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
や
「
考
え
て
み
よ
う
」
な

ど
の
ペ
ー
ジ
を
設

け
、
各

内
容
項
目
の
教
材
に
関
連
し
た
資
料
を

紹
介
す
る
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻

末
に
「
私

の
道

徳
記

録
」
と
し
て
振
り
返
り
を
記
入
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

・
明
記
無
し

・
明
記

無
し

・
巻

頭
に
扉

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
道

徳
科

の
学

習
内

容
や
学

習
の
進

め
方

に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
。

・
各

学
年

、
巻

頭
に
詩

を
掲

載
し
て
い
る
。

ア
　
冊
数
の
工
夫

イ
　
教
材
配
列
の
工
夫

ウ
　
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深

い
学

び
」
の
実

現
に
向

け
た
工

夫
エ
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視

点
オ
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
扱
い

カ
　
そ
の
他
の
工
夫

項
目
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